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宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書　第63集
「母智丘谷遺跡・畑田遺跡丁嫁坂遺跡」正誤表

訂正箇所 誤 正
p 5 －第 5図． 1と2が逆 ．
p＿7＿－13 第 3 図 下図
p 13 －11 第 3 節　 Ⅸ第層 （中世水 田層）の調査 （第5図～第 10 図） 第 3節　 第Ⅸ膚 （中世水 田層）の調査 （第5 図～第 10 図）

●　● 第 3節 第4節
．p 5 4 －134 坪Ⅷ類 （第 15 Jl6図 －40～ 51） 坪Ⅷ類 （第 16図－52～57）
p 7 6－第 29図のスケール 10 m 10 cm
p lO 9 －① ①畦畔 L と水 田区画 1 3 ①水 田区画旺永田区画 1 3

′－
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③水田区画6～8検出状況／④水田区画6～8完掘状況

図版4　①凹凸痕検出状況／②水田区画1と畦畔A検出状況

③畦畔B検出状況／④畦畔E・F検出状況／／⑤凹凸痕（水田区画6）検出状況

．図版5　①土層堆積状況／②並ぶ凹凸痕／③水田区画5・6

④水田区画3・4と畦畔C／⑤畦畔C完厩状況／⑥段差遺構の杭列跡

畑田遺跡図版目次

図版1　①綱田遺跡全景1

図版2　　①細田遺跡全景2

図版3　　①た田田遺跡第Ⅳ層上面遺構検出状況

図版4　　①相田遺跡第Ⅴ層遺構完掘状況

図版5　　①水田区画1～4検出状況／②水田区画3～8検出状況／

③水田区画6～12検出状況／④水田区画10～12検出状況

図版6　　①土層断面図1／②土層断面図2／③畦畔Aと杭列痕検出状況

④畦畔Aと段差1完掘状況／⑤畦畔E完掘状況／／／⑲畦畔B・C完厩状況／

⑦畦畔D完掘状況／③水田区画凹凸痕

図版7　①水田区画13と畦畔L完掘状況／②水田区画凹凸痕／

③第Ⅵ～Ⅷ層検出状況（上から）／④第Ⅵ～Ⅷ層検出状況（南東から）／

⑤土層堆積状況（Eライン）／⑥土層堆積状況（Fライン）／

⑦第Ⅵ～Ⅷ層遺物出土状況1／⑦第Ⅵ～Ⅷ層遺物出土状況2

図版8　①出土土師器坪（第I類）／②出土土師器坪（第II類）

③出土土師器坪（第II類）／④出土土師器坪（第III類）／／／⑤出土土師器杯（第III類）／

⑥出土土師器坪（第Ⅳ類）／／⑦出土土師器坪（第Ⅴ類）／／⑧出土土師器杯（第Ⅴ類）／

⑨出土土師器坪（第Ⅴ類）／⑬出土土師器坪（第Ⅵ類）

図版9　①出土土師器坪（第Ⅵ類）／②出土土師器坪（第Ⅵ類）

③出土土師器坪（第Ⅶ類）／④出土土師器杯（第Ⅶ類）／⑤出土土師器坪（第Ⅶ類）／

⑥出土土師器坪（第Ⅷ類墨書土器）／⑦出土土師器坪（第Ⅶ顕）／

⑧出土土師器坪（第Ⅸ類）／／／⑨出土土師器坪（第Ⅸ類）／／／⑬出土土師器杯（第Ⅹ類）

図版10　①出土土師器坪（第XI類）／／②出土土師器坪（第ⅩI類）

③出土土師器杯（第XII類）／／／④出土土師器坪（第XII類）／

⑤出土土師器坪（第XII類穿孔のある土器）／／／⑥出土土師器杯（第XIII類）／

⑦出土土師器坪（第ⅩⅣ類）／／⑧出土土師器坪（第ⅩⅣ類）／

⑨出土土師器皿（第I類）／／／⑲出土土師器皿（第II類）

図版11　①出土土師器皿（第II類）／／②出土土師器皿（第III類）／

③出土土師器皿（第III類）／／／④出土土師器皿（第Ⅳ類）／／⑤出土土師器皿（第Ⅴ類）／

⑥出土土師器皿（第Ⅵ類）／／⑦出土土自慢皿（第Ⅵ類）／／／⑧出土土師器皿（第Ⅶ類）
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104
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図版12

図版13

図版14

図版15

図版16

図版4

図版5
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⑨出土土師器皿（第Ⅷ類）／⑲出土土師器皿（第Ⅷ・Ⅸ類）

①出土陶器（婆A類－1）／／／②出土陶器（喪A類－2）／・……・棚…・・一対・……・・帥・・……仰・…一一・…・・…・・・∴112

③出土陶器（聾A類－3）／④出土陶器（嚢A類－4）／

⑤出土陶器（碧A類－5）／⑲出土陶器（嚢A類－6）

①出土陶器（蜜A類「7）／／②出土陶器（豊B類）／・……・…・－・…榊…－【・…一柵…－・桝…【・・・……・・…・＿〝．．．・113

③出土陶器（聾C類－1）／④出土陶器（蜜C類－2）／

⑤出土陶器（婆C類－3）／⑥出土陶器（蜜D類）／

①出土陶器（碧E類）／②出土陶器（蜜F類）／／／③出土陶器（壷A類）／・・…・・柵………・・…・細…114

④出土陶器（壷B類）／⑤出土陶器（壷C類）／／⑲出土陶器（捏鉢）

①出土陶器（捨鉢－1）／②出土陶器（捨鉢－2）／③出土陶器（瓶子・深皿）／・・…叫…115

④出土磁器（土瓶）／⑤出土磁器（青磁碗－・1）⑥出土磁器（青磁坪）

①出土磁器（青磁碗－2）／②出土磁器（青磁坪・皿・水注）／…”・・＿＿．・．二＿．……鵬．＿．＿…“．116

③出土磁器（白磁碗）／④出土磁器（白磁水注・壷）／

⑤出土磁器（朽葉色系青自皿）／／⑲出土磁器（青白磁壷）／／①出土遺物（滑石製石鍋）

嫁坂遺跡図版目次

①嫁坂遺跡遠景（南から）・…－…一一一・・……・・【・……叫－…一・・一…【－…－…・岬・・…………・・…・・・－・…・…・…・・・叫…・……叫．…・…．．．．．149

¢嫁坂遺跡全景（上から）／②嫁坂遺跡全景（南から主………桝【・・・闘…【・……・叫輌－・柵一一一…－…－・・150

①嫁坂遺跡SW7（上から）／【一細…・・紳－…一一…・・・…・・・……－…・…【－【・・・……岬岬・…・……・一一・一・……・－・・・・…・岬…・……・・－・・・…151

②嫁坂遺跡

①嫁坂遺跡

¢嫁坂遺跡

①嫁坂遺跡

¢嫁坂遺跡
l

¢嫁坂遺跡

①嫁坂遺跡

②嫁坂遺跡

SW4・SW3・SW2（上から）

SW4・SW3・SE2農耕具等痕検出状況／・・・”～・””・・・れ・－・・・・b・M・・”・・・”・・・・・”一叩q－・・・”・b・152

SW4農耕具等痕検出状況

SW5農排具等痕検出状況／・・…・…・…………・・…－・・・……・－・…・・岬・・…岬…・…－・…・・・…・…一納…・…・・………153

SW8農耕具等痕検出状況

SW8足痕等痕検出状況／嫁坂遺跡SGl・SG2・SG3・P・柵…………・～・・・・154

SCl・SC2・SC3および円形配置ピット群／・・・・～・・・・・・・・・b柵・・”・・・…・・仰………～…・”・・155
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MOCHIODANI

母智丘谷遺跡
HATADA

畑　田　遺　跡
YOMESAKA

嫁　坂　道　跡

農用地総合整備事業「都城区域」農業用道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書（2）

2002

宮崎県埋蔵文化財センター



宮崎県教育委員会では，農用地総合整備事業「都城区域」農業用道路建設

工事に伴い，母智丘谷遺跡・畑田遺跡・嫁坂遺跡の発掘調査を行いました。

本書はその報告書です。

今回の調査では，中世を中心とする遺構・遺物が検出されました。特に，

3遺跡全てで確認された中世の水田跡は，火山灰に埋もれた状態で検出され，

厳しい自然環境と生活を共にしてきた当時の人々のくらしを知ることのでき

る貴重な資料となりました。

本書が学術資料としてだけでなく，学校教育や生涯学習の場で活用され，

埋蔵文化財の保護に対する認識と理解の一助となることを期待します。

なお，調査にあたってご協力いただいた関係諸機関をはじめ，ご指導・ご

助言をいただいた先生方，ならびに地元の方々に心からの謝意を表します。

平成14年3月

宮崎県埋蔵文化財センター

所長　矢　野　　剛



例　　　　　　　　　▲
▲

▲

「1

1．本報告書は，農用地総合整備事業「都城区域」農業用道路建設工事に伴い宮崎県教

育委員会が行った母智丘谷遺跡・畑田遺跡・嫁坂遺跡の発掘調査報告書である。

2．発掘調査は，宮崎県教育委員会が主体となり，宮崎県埋蔵文化財センターが実施し

た。

3．発掘調査は次のとおりである。

母智丘谷遺跡　平成10年1月19日から平成10年3月25日

畑　田　遺　跡　平成10年5月20日から平成10年9月30日

嫁　坂　遺　跡　平成10年9月10日から平成10年12月24日

4．現地での実測・写真撮影等の記録は主に甲斐貴充・南正覚雅士・高橋誠・黒木欣綱

・橋川敬子・鹿田晶子が行い，空中写真撮影は業者に委託した。

5．整理作業は宮崎県埋蔵文化財センターで行った。図面の作成・実測・トレースは甲

斐貴充・高橋誠が整理補助員の協力を得て行った。

6．本書で使用した位置図は国土地理院発行の5万分の1または2万5千分の1図を基

に作成した。

7．土層断面及び土器の色調は『新版標準土色帖』に拠った。

8．本書で使用した方位は，主として座標北（座標第Ⅱ系）を使用している。その他

「M．N．」と記載しているものは磁北（磁針方位は西偏約5．50）である。レベルは

海抜絶対高である。

9．本書で使用した遺構略号は以下のとおりである。

SC…土坑　　　SE…溝状遺構　　　SG…道状遺構　　　SW…水田跡

10．本書の執筆は，第I章が永友良典・第Ⅱ章～第Ⅳ章が甲斐貴充・第Ⅴ章が高橋誠と

永友良典が行い，編集は甲斐が行った。

11．出土遺物・その他諸記録は，宮崎県埋蔵文化財センターに保管している。



1

、

1

l、＿

I

J

第I章　はじめに

第1節　調査に至る経緯

第2節　調査の組織

本　　文　　目　　次

第Ⅱ章　母智丘谷遺跡・畑田遺跡の立地と環境

第Ⅲ章　母智丘谷遺跡の調査

第1節　基本層序

第2節　調査の経過

第3節　第Ⅸ層（中世水田層）の調査

第4節　母智丘谷遺跡における自然科学分析

1母智丘谷遺跡のプラント・オパール分析

第5節　小結

第Ⅳ章　畑田遺跡の調査

第1節　基本層序

第2節　調査の経過

第3節　第Ⅴ層（中世水田層）の調査

第4節　第Ⅵ層～第Ⅷ層（中世包含層）の調査

第5節　畑田遺跡における自然科学分析

1　畑田遺跡のテフラ分析

2　畑田遺跡のプラント・オパール分析

第6節　まとめ

第Ⅴ章　嫁坂遺跡の調査

第1節　遺跡の位置と環境

第2節　層序

第3節　調査の経過

第4節　調査の記録

1　遺構

水田遺構

道状遺構

溝状遺構

土坑・円形配置ピット群

2　遺物

第5節　まとめ

第6節　嫁坂遺跡における自然科学分析

1嫁坂遺跡におけるプラントオパール分析

8～12

13～17

33～116

35～39

41～49

50～76

86～98

86～87

88～98

99～102

119～160

121

121～125

125～127

127～138

128～137

128～131

131～133

134～138

138

139～150

139～150



挿　　図　　目　　次

母智丘谷遺跡挿図目次

第1国　母智丘谷遺跡・畑田遺跡の位置と周辺遺跡図（1／25，000）

第2国　母智丘谷遺跡・畑田遺跡遺跡周辺地形図（1／2，000）

第3図　母智丘谷遺跡地形図（第Ⅸ層上面）（1／400）
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第4図　母智丘谷遺跡土層堆積状況図（1／50）

第5国　母智丘谷遺跡遺構検出状況図（第Ⅸ層上面）①（1／300）

第6国　母智丘谷遺跡遺構検出状況図（第Ⅸ層上面）②（1／100）

第7図　母智丘谷遺跡段差遺構土層堆積状況図（1／20）

第8国　母智丘谷遺跡遺構検出状況図（第Ⅸ層上面）③（1／50）

畑田遺跡挿図目次

第1図　畑田遺跡土層堆積状況図①（1／80）

第2図　畑田遺跡土層堆積状況図②（1／80）

第3図　畑田遺跡地形図（第Ⅸ層上面）（1／800）

第4図　畑田遺跡第Ⅴ層遺構検出状況図（調査区全域）①（1／400）

第5図　畑田遺跡第Ⅴ層遺構検出状況図（水田区画1～4付近）②（1／60）

第6図　畑田遺跡遺構検出状況図（第Ⅸ層上面）②（1／40）

第7図　畑田遺跡畦畔B・C断面図（1／50）
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6

8

10

12

36～37

38～39

40

42

第8図　畑田遺跡第Ⅴ層遺構検出状況図③（水田区画3・5・6付近）（1／100）

第9図　畑田遺跡第Ⅴ層遺構検出状況図④（水田区画8～11付近）（1／200）‥

第10図　畑田遺跡第Ⅴ層遺構検出状況図⑤（水田区画13付近）（1／80）
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第I章　はじめに

第1節　調査に至る経緯

緑資源公団（旧農用地整備公団）が都城地区農用地総合整備事業として農業生産性の向上・農業安定

を図るほ場整備事業（204ha）やそれに伴う農業生産流通の迅速化を目指した広域農道（総延長19・1

km）を計画した。そこで、平成5年11月に整備事業予定地内の文化財所在の有無についての照会が、

九州農政局南部九州土地改良調査管理事務所長より県文化課にあり、平成6年3月に33遺跡と試掘必

要な29箇所を回答した。以後、それに基づき埋蔵文化財の保護、発掘調査面積の平準化、調査員の確

保などについて協議し、工事施工によって影響を受ける部分については工事着手前に発掘調査を実施す

ることになり、平成9年度の母智丘谷遺跡から発掘調査が始まった。

今回、報告する母智丘谷遺跡・畑田遺跡・嫁坂遺跡は広域農道建設に伴うもので、母智丘谷遺跡と畑田

遺跡は平成9年12月8日～18日に、嫁坂遺跡は平成9年12月15日～25日に県文化課が確認調査を実

施した。その結果、3遺跡とも文明ボラ層（軽石層）直下から水田跡と思われる遺構が検出されたため、

工事施工によって影響を受ける部分についてそれぞれ発掘調査を行うこととなった。発掘調査期間は母智

丘谷遺跡が平成10年1月19日から3月25日、畑田遺跡が平成10年5月20日から9月30日、嫁坂遺跡

が平成10年9月10日から12月24日に実施された。

第2節　調査の組織

発掘調査

母智丘谷遺跡（平成9年度）

調査主体　宮崎県教育委員会

教育次長

文化課長

埋蔵文化財係長

主査

岩　切　正　憲

仲　田　俊　彦

北　郷　泰　道

永　友　良　典（調整担当）

宮崎県埋蔵文化財センター

所　長

副所長

庶務係長

（兼）調査第二係長

同　主査

同　主事

藤　本　健　一

岩　永　哲　夫

三　石　泰　博

岩　永　哲　夫

谷　口　武　範（調整担当）

甲　斐　貴　充（調査担当）

同調査員（嘱託）　黒　木　欣　綱
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畑田遺跡・嫁坂遺跡（平成10年度）

調査主体　宮崎県教育委員会

教育長

文化課長

埋蔵文化財係長

同　主査

笹　山　竹　義

仲　田　俊　彦

北　郷　泰　道

長　津　宗　重（調整担当）

宮崎県埋蔵文化財センター

所　長

副所長

庶務係長

調査第二係長

同　主査

同　主査

田　中　　　守

江　口　京　子

児　玉　和　昭

青　山　尚　友ノ

谷　口　武　範（調整担当・嫁坂遺跡調査担当）

南正覚　雅　士（畑田遺跡調査担当）

同　主事　　　高　橋　　誠（嫁坂遺跡調査担当）

同　主事　　　甲　斐　貴　充（畑田遺跡調査担当）

同調査員（嘱託）　橋　川　敬　子（嫁坂遺跡調査担当）

同調査員（嘱託）　廣　田　晶　子（畑田遺跡調査担当）

報告書作成

母智丘谷遺跡・畑田遺跡・嫁坂遺跡（平成13年度）

調査主体　宮崎県教育委員会

教育長

文化課長

埋蔵文化財係長

ト上J

石

黒

石

同　主査　　　飯

宮崎県埋蔵文化財センター

切　正

岩　正

川　悦

田　博

虫
ロロコ
ノじlヽ

博

雄

之（調整担当）

所　長　　　　　　　矢　野　　　剛

副所長兼総務課長　　菊　地　茂　仁

副所長兼調査第二課長

総務係長

調査第二課調査第四係長

同　調査第三係主任主事

県労働政策課主任主事

岩　永　哲　夫

亀　井　維　子

永　友　良　典（調整担当・嫁坂遺跡執筆担当）

甲　斐　貴　充（母智丘谷遺跡・畑田遺跡執筆担当）

高　橋　　　誠（嫁坂遺跡執筆担当）
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第Ⅱ章　母智丘谷・畑田遺跡の立地と環境（第1図）

母智丘谷遺跡（第1図－1）は都城市横市町字母智丘谷に，畑田遺跡（第1図－2）は同市横市町字

表に所在する。遺跡の位置する都城市は，宮崎県の南西部に位置し，東の鰐壕山系や北西の霧島山系を

はじめとする山々に囲まれた都城盆地の中央部に位置する。両遺跡は，都城市街地から北西に約3km，

鹿児島県曽於郡財部町との県境近くにあり，大淀川支流である横市川の左岸の月野原台地南端部にある。

本遺跡周辺には，縄文時代から中酎こかけて数多くの遺跡が確認されている。肱穴遺跡（縄文時代晩

期をはじめ中世までの水田跡などの生産遺跡や集落遺跡第：1図－3），中尾山・馬渡遺跡（縄文～平

安時代：第1図－4），母智丘原第1遺跡（第1図一5），母智丘原第2遺跡（弥生～古墳時代：第1

図一6），牧ノ原第2遺跡（縄文～近世：第1図－7），上牧第2遺跡（縄文～近世：第1図一8），

新宮城跡（畑田遺跡東隣，中世館城跡：1図－9）などが挙げられる。

特に，遺跡周辺では，母智丘谷・畑田遺跡と同じように，15世紀後半に降灰したと考えられる桜島

文明軽石層に覆われた形で多くの水田跡・畠跡の生産遺跡が確認されている。鶴喰遺跡（水田跡：第1

図－10），中尾遺跡（畠跡：第1図－11），蓑原遺跡（畠跡：第1図－12），肱穴遺跡（水田跡・畠

跡：第1図－3）などであり，中世の生産基盤を考える上で貴重な発見が相次いでいる。

【引用参考文献】

米沢英昭1998年「鶴喰遺跡」『都城市文化財調査報告書第44集』都城市教育委員会

横山哲英1999年「肱穴遺跡」『都城市文化財調査報告書第47集』都城市教育委員会

甲斐貴充・鈴木健二・高橋浩子2001年「梅北佐土原遺跡・蓑原遺跡・中尾遺跡」『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書

第42集』宮崎県埋蔵文化財センター

1 ．母智丘谷 遺跡　 2 ．畑 田遺跡　 3 ．肱穴遺跡　 4 ．中尾 山 ・馬渡遺跡　 5 ．母智丘原第 1 遺跡　 6 ．母智丘谷 第 2 遺跡

7 ．牧 ノ原第 2 遺 跡　 8 ．上牧第 2 遺跡　 9 ．新宮城跡 10 ．鶴喰遺跡 11．中尾 遺跡 12 ．蓑原遺跡

第1図　母智丘谷遺跡の位置と周辺遺跡（1／25，000）
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第Ⅲ章　母智丘谷遺跡の調査の記録

第1節　基本層序（第4図）

母智丘谷遺跡の基本層序を第3図に示した。母智丘谷遺跡の現地形は調査前まで水田に利用されてい

たので水平に近いが，かつての旧地形は横市川に向かって緩やかに傾斜していたと推察される。先に述

べてはいるが，母智丘谷遺跡は，大淀川支流の横市川に非常に近く，ところどころ河川の氾濫によると

考えることのできる浸食部分が確認でき，一部不安定な堆積を呈する。しかし，全体的には，安定した

堆積の様相を呈している。

第I層は，暗褐色～暗灰褐色系土である。含有物は少なく，表土及び現代の水田耕作土だと考えるこ

とができる。第Ⅱ層は，様々な土質がブロック状で構成される暗灰褐色土層である。洪水等の後に施さ

れた近年の造成土だと考えられる。第Ⅲ層は明褐色～明灰褐色砂質土である。全体的に相互層のように

堆積している。氾濫等による洪水砂の堆積だと考えることができる。第Ⅳ層は暗灰褐色土である。灰白

色軽石細粒を全体に含む。第Ⅳ層は，水平に近い堆積状況でさらに細かく幾層にも細分できることやと

ころどころに洪水砂と思しき砂質土があることなどから，中世から現代にかけての連続した水田跡面で

あると考えられる。第Ⅴ層は暗青灰色土である。全体的に細互層のように堆積している。氾濫等による

洪水砂の堆積だと考えられる。第Ⅵ層は，灰白色軽石細粒を全体に多く含む暗灰色土である。全体に斑

紋状の酸化鉄が確認できる。第Ⅶ層は，暗褐灰色土である。全体に灰白色軽石細粒を含むだけでなく，

径1～10cm程度の灰白色軽石粒も含む。第Ⅷ層は灰白色軽石粒の堆積層である。この軽石は桜島文明

軽石（桜島起源－15世紀後半噴出）層であると考えられる。本来なら下方に軽石粒，上方に灰質土が

堆積するのだが，撹拝された状態で確認されている。下部は酸化により著しく赤変している。第Ⅸ層は

暗青灰褐色粘質土である。上部は激しく凹凸している。第Ⅹ層は灰色砂質土である。含有物はほとんど

なく，砂質土が細互層状に堆積している。第Ⅲ層は，ところどころに暗青緑灰色の円礫を含む，暗青

灰色粘質土である。第ⅩⅢ層は径1～10cmの円礫と粒子の粗い砂質土を主構成とする暗青緑灰色礫層で

ある。

第 I 層

第 Ⅱ層

第 Ⅲ層

第 Ⅳ層

第 Ⅴ層

第 Ⅵ 層

第 Ⅶ 層

第 Ⅷ 層

第 Ⅸ層

第 Ⅹ層

第 氾 層

第 Ⅶ 層

第I層　暗褐色～暗灰褐色土。現代の耕作土

第Ⅱ層　暗灰褐色土

第Ⅲ層　明褐色～明灰褐色砂質土

第Ⅳ層　暗灰褐色土

第Ⅴ層　暗青灰色砂質土

第Ⅵ層　暗灰色土

第Ⅶ層　暗褐灰色土

第Ⅷ層　灰白色軽石粒。桜島文明軽石層

第Ⅸ層　暗青灰褐色粘質土。中世水田面

第Ⅹ層　灰色砂質土

第刃層　暗青灰色粘質土

第コ瓜層　暗青緑灰色礫層
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第2節　調査の経過

母智丘谷遺跡の調査対象面積は780m2で

ある。遺跡は，大淀川支流の横市川に近く，

かつては氾濫原であったと考えられる。そ

の影響を受けてか，調査区全域にわたって

流水作用による厚い堆積状況が確認され，

15世紀後半噴出と考えられる桜島文明軽石

（通称「白ボラ」「文明ボラ」）の層まで

3m程の深さであった。

本調査において，この桜島文明軽石層（母

智丘谷遺跡の基本層序の第Ⅷ層）上まで重

機を用いて表土や堆積土の除去を行い，そ

の後人力によって第Ⅷ層上面での検出作業

を行った。調査前地形は，耕地に利用され

ていたためにほぼ水平な状態であった。と

ころが，第Ⅲ層は，当時の旧地形を反映し

てか，大きく2両の段差をもちながら北か

ら南に緩やかに傾斜する状態で検出された。

第Ⅷ層まで掘り下げたところ，検出面の

大部分が隣接する用水路の水面下となって

しまったために，検出面の大部分から常に

水が湧いてくるという不測の事態に見舞わ

れた。そこで，土層の堆積状況確認と排水

施設を兼ねて調査区の周囲に排水溝（幅約

60cm）を廻らし，常時センサー付き水中ポ

ンプを用いて水を汲み出しながら，調査を

続行した。

第Ⅷ層上面での検出作業の結果，教条の

帯状の遺構を確認した。この遺構を確認す

べく，第Ⅷ層を人力によって除去したとこ

ろ，数条の帯状遺構は，水田の畦畔である

ことが判明した。また，この畦畔に囲まれ

た区画を数えたところ，最低8区画，つま

り8両以上の水田面跡が確認された。

メ、
第3国　母智丘谷遺跡地形図（第IX層上面）（1／400）
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【土層註記　調査区西側A～F間】

①褐色～暗灰褐色土…基本層序の第I層。現代の耕作土。／②暗灰褐色土…基本層序の第Ⅱ層。造成土だと考えられる。／③明褐色砂質土、明灰褐色砂質土…基本層序の第Ⅲ層。洪水砂か？／

④暗灰褐色土…基本層序の第Ⅳ層。洪水砂と耕作土から構成されている。／⑤暗青灰砂質土…基本層序の第Ⅴ層。砂質あり。／⑥暗灰色土…全体に酸化の痕跡が確認できる。／⑦暗褐灰色土…

基本層序の第Ⅶ層。酸化の痕跡が確認できる。灰白色軽石粒を多く含む。／⑧灰白色軽石土…桜島文明軽石の堆積層。全体的に撹拝されているようである。／⑨暗青灰褐色粘質土…基本層序の

第Ⅸ層0層上部一面に凹凸痕が確認できる。／⑲灰色砂質土…基本層序の第Ⅹ層。砂質土がラミナ状で堆積している。／⑪暗青灰褐色粘質土…基本土層の第ⅩI層。暗青緑灰色の小円礫を含

む。／⑫暗青緑灰色礫層…基本層序の第ⅩⅡ層。径1～10cm円礫と砂質土から構成される。／⑬灰色砂質土…⑲層と同じ層だと考えられる。／⑭暗灰褐色土…上部に灰白色軽石粒が含まれ

る0畦畔の盛土か？／⑮暗灰褐色土…⑭層と似ているが，灰白色軽石粒を含まない。畦畔の盛土か？／⑮灰褐色土‥・⑭と似ているが，色調は明るめで灰白色軽石粒を含まない。畦畔の部分だと

考えられる。／⑰灰褐色土…色調その他⑯層と類似しているが，灰白色軽石粒を含まない。／⑩暗灰褐色士…わずかに白色パミスを含む。／⑲灰褐色土…⑬層に似ているが，わずかながら砂質

土を含む。／⑳暗灰褐色土…⑱層と同じ／⑳灰褐色土…全体的に白・黄色のパミスを含む，下部は砂質土が混じる。／⑳明灰褐色土…⑳層と似ているが，色調が明るく，灰白色軽石粒の含有率
が高い。

K

147．000m

146．000m

145．000m

144．000m

【土層註記　調査区東側G～L間】

①褐色～暗灰褐色土…基本層序の第I層。現代の耕作土。／②暗灰褐色土…基本層序の第Ⅱ層。造成土だと考えられる。／③明褐色砂質土～明灰褐色砂質土…基本層序の第Ⅲ層。洪水砂か？／

④暗灰褐色土…基本層序の第Ⅳ層。洪水砂と耕作土から構成されている。／⑤暗青灰砂質土…基本層序の第Ⅴ層。砂質あり。／⑥暗灰色土…全体に酸化の痕跡が確認できる。／⑦暗褐灰色土…
基本層序の第Ⅶ層。酸化の痕跡が確認できる。灰白色軽石粒を多く含む。／⑧灰白色軽石土…桜島文明軽石の堆積層。全体的に撹拝されているようである。／⑨暗青灰褐色粘質土…基本層序の

第Ⅸ層。層上部一面に凹凸痕が確認できる。／⑲灰色砂質土…基本層序の第Ⅹ層。砂質土がラミナ状で堆積している。／⑪灰色粘質土…土質は⑫層に似ているが，色調が明るい。畦畔の可能性

がある層。／⑫暗灰色粘質土…⑪層と似ているが，灰白色軽石を多く含む点が異なる。／⑬灰色粘質土…⑪層と似ているが，灰白色軽石を含む。溝の盛土もしくは畦畔の可能性がある。／⑭暗
灰色粘質土…基本的には⑬層と同じ。／⑮青灰色粘質土…灰白色軽石と砂利を含む。／⑮灰黄色砂質土…径3mm前後の灰白色軽石粒を含む／⑰灰色粘質土…⑲層に似ている。砂利の混入した砂

質土がラミナ状で堆積している。／⑬暗灰褐色砂質土…③と似ているが，色調が少し暗い。同じく洪水砂か？
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畦畔D

第5図　母智丘谷遺跡遺構検出状況図①（1／300）
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第3節Ⅸ第層（中世水田層）の調査（第5図～第10図）

1

、

、

l

l

第Ⅸ層の調査で確認され遺構は水田遺構・溝状遺構1・杭列遺構1である。水田遺構は，一部河川の

氾濫によって撹乱されている部分があるものの，明確な6本の畦畔，1カ所の段差，1条の溝状遺構，

1列の杭列遺構によって区画されている状態で確認された。確認された水田区画は8枚である。調査の

便宜上，8枚の水田区画は「水田区画1」～「水田区画8」を，7本の畦畔は「畦畔A」～「畦畔F」，

1条の溝状遺構は「溝状遺構1」と呼称するようにした。

調査区の制限もあって，全体が確認できた水田区画はない。しかし，検出状況を見るに，水田区画は，

ある程度方形区画を意識しながらも，傾斜の度合いに応じて大小不定形に区画されていると考えられる。

検出された各水田区画の面積は10正～202m？（平均66．25r迂）で，各水田区画間の距離は1．6m～15．

7m（平均5．03m）である。また，検出された8つの水田区画全てに農具痕と考えられる凹凸痕が移

しく拡がっているのが確認できた。なお，ここで各水田区画に用いる「面積」と「最大幅」の単位は，

「面積」は畦畔内の面積を，「最大幅」は畦畔と直交する最大の幅のことを指す。

以下，個別の遺構について若干ではあるが記述する。

■水田区画1・畦畔A

水田区画1は，一部南東側は洪水によって撹乱されているが，北側を畦畔A・南側を畦畔Bによって

区画された水田である。面積は101扉，水田の最大幅部は7．8mで比較的広い水田面だったと考えられ

る。

北側の畦畔Aは，幅45cmの小畦畔で幅80cmの浅い小港を付属しており，耕作していない傾斜地側と

の境界の役割を果たしている。また，畦畔Aの土層堆積状況を見るに，一度畦畔が降灰もしくは流土で

埋まった後に再度土盛りをして畦畔を復旧させているようである（第4図）。

■水田区画2・畦畔B

水田区画2は，南側と東側が撹乱によって大部分消失しているが，北側を畦畔Bによって区画された

水田である。面積は10m子で検出された水田区画の中で最小である。

畦畔Bは，幅50～80cmの畦畔であり，水田区画1と水田区画2の高低差（約10cm）を補う役割を果

たしている。また，畦畔Bには，一部畦畔が細くなっている箇所があり，水口だとも考えられるが，溝

状遺構2によって撹乱されているため不明である。

■水田区画3

水田区画3は，北側が撹乱によって消滅しているが，東側を畦畔Cによって区画された水田である。

面積は22汀f，最大幅は1．7mである。

■水田区画4・畦畔C

水田区画4は，西側を水田区画3と畦畔Cで区画されている以外は北側を段差と杭列遺構・南側が溝

状遺構1によって消失している。面積は50I琉　最大幅は3．1mである。

畦畔Cは，平均幅約60cm，水田区画3と水田区画4を区切っているが，両水田区画間の高低差は設

けていない。
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第6図　母智丘谷遺跡遺構検出状況図②（1／100）
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■杭列遺構（第6図）

杭列遺構は，水田区画4の北側の段差上に位置する。幅50cm・長さ250cm（検出部分）・深さ5～

10cmの浅い溝の中に30～50cmの間隔で10本の杭痕跡の列が確認された。この杭列は，何のための杭

列なのか判断は難しいが，おそらく水田区画4への土砂流出防止のための柵用の杭だと考えられる。ま

た，段差近くの畦畔Cからも杭列が確認された（写真図版5－⑥）。この杭列は，25～30cmのほぼ等

間隔に配列しており，一部撹乱により消失しているが杭列遺構に繋がるような方向に延びている。これ

は，水誘導のためのものか，流入土防止のためなのか，性格付けが難しい。

■溝状遺構1（第6図）

溝状遺構1は，水田区画4と水田区画5を区画する幅60～120cmの遺構である。土層の堆積状況から，

この遺構は水田面より新しい時代の遺構であると考えられる。そのことを踏まえて考えると，この溝状

遺構によって区画された水田区画4と水田区画5は，本来同一区画であった可能性が強く指摘できる。

書水田区画5・畦畔D（第6図）

水田区画5は，北側を溝状遺構1，南側を畦畔Dによって区画された水田である。面積は75I琉　最

大幅5．3mで，比較的大きい。前述したとおり溝状遺構1は，水田面より後の時代のものである可能性

があるので，水田区画4と同一区画だったと考えられる。

畦畔Dは，幅50～60cmの細い小畦畔で，水田区画5と水田区画6の高低差（水田区画5が約5cm高

い）を補う役割を果たしている。

■水田区画6・畦畔E・F（第6図）

水田区画6は，北側を畦畔D，南東側を畦畔E，南西側を畦畔Fによって区画された水田である。面

積は遺跡最大の250扉である。最大幅も15．7mで最も広いのではあるが，区画内の比高差は10cm未満

とほぼ水平である。

畦畔Eは，水田区画6と水田区画7の高低差（水田区画6の方が5～8cm高い）を補う畦畔である。

幅は約60～80cmと人が歩けるほどの太さであり，畦畔Fと同様に他の畦畔より太い。畦畔の中心部に

は，基本層序の第〕Ⅲ層と同じ暗青灰色砂礫土が芯材のように敷き詰められており，畦畔の補強の様子

が伺える。

畦畔Eには，一部畦畔が凹み，変形している箇所がある（第8図）。周辺を精査すると，水田区画6

から水田区画8へ土が流れているようであることと，畦畔に沿って杭跡らしき痕跡がいくつかあること

が確認された。このことから考えてこの変形箇所は水口であると考えられる。また，水口と考えられる

変形箇所周辺の畦畔には，畦畔が流失するのを防ぐために，杭を打ち込むか板材などで覆うことによっ

て補強を施していたと考えられる。

畦畔Fは，水田区画6と水田区画8の高低差（水田区画6の方が5～8cm高い）を補う畦畔である。

この畦畔は，他の畦畔と違い，二つの段差をもつ二段構成の畦畔である。一段目の基部の幅は約120cm，

二段目の幅は60～90cmと比較的太い。畦畔の中心部には，畦畔E同様に補強目的のためか，暗青灰色

砂礫土が敷き詰められている。
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■水田区画7

水田区画7は，調査対象外区域にかかっていて全容は不明であるが，北西側を畦畔Eによって区画さ

れた水田である。面積は12I琉　最大幅2．0mである。

■水田区画8

水田区画8は，調査対象外区域にかかっており全容は不明であるが，北東側を畦畔F，南東側を畦畔

Eによって区画された水田跡である。面積は10nf，最大幅1．6mと小さい。

200（cm）

．一＿一一一一一‾－．‾‾　144．500m

144．000m

LT工』m

第7図　段差遺構断面土層堆積状況図②（1／20）

段差部分は，水田面造営時にもあったものであるが，水田面造営後に洪水などによって部分的に水田

区画を撹乱している。

【段差土層註記】

①灰色砂質土　後世の洪水砂だと考えられる。基本層序の第Ⅲ層の一部だと考えられる。②白黄褐色砂質土　後世の

洪水砂だと考えられる。中に明るい白色や黄色系統の川砂を多く含む。基本層序の第Ⅲ層の一部だと考えられる。③暗

灰褐色土A　基本層序の第Ⅳ層だと考えられる。④暗灰褐色土B　③より少し明るめの色調であるが，基本的に③層と

同じである。基本層序の第Ⅳ層だと考えられる。　⑤青灰砂質土混灰褐色土　中に白色及び青灰色の砂質土を多く含む。

一部ラミナ状の堆積をしており，洪水砂の堆積層だと考えられる。基本層序の第Ⅴ層だと考えられる。　⑥暗灰褐色土

層全体に径1mm前後の灰白色軽石粒を含む。基本層序の第Ⅵ層だと考えられる。⑦暗灰褐色砂質土　⑥層と似ているが，

⑥層に比べて灰白色軽石土・砂質土の混入密度が高い。基本層序の第Ⅶ層と洪水砂の堆積土が混合して形成された層だと

考えられる。⑧灰白軽石土　桜島文明軽石の層だと考えられるが，中に⑨層と考えられる暗青灰粘質土が混入している。

⑦層の影響か撹拝が激しく入っていることが確認できる。⑨暗青灰色粘質土A　混入物は殆どなく粘質がある。中世の

水田耕作土だと考えられる。左端に畦畔Cの高まりが確認できる。⑬暗灰褐色土　層全体に灰白色を多く含む。溝状遺

構の埋土の一部である。⑪黒褐色土　溝状遺構の埋土の一部である。溝状遺構ができる過程で⑧層と撹乱をうけたと考

えられる。⑫青灰色砂質土　川砂に近い砂質土である。溝状遺構の埋土の一部である。⑬暗灰褐色砂質土　⑥層と

似ているが，⑥層に比べて砂質土の混入密度が高い。溝状遺構の埋土である。⑭灰色砂質土　溝状遺構の埋土の一部で

ある。　⑮暗青灰色粘質土B　⑫層と似た土質である。撹拝された時に入り込んだものと考えられる。
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第8図　母智丘谷遺跡遺構検出状況図（第層IX上面）③（1／50）
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第4節　母智丘谷遺跡における自然科学分析

1　母智丘谷遺跡のプラント・オパール分析
株式会社古環境研究所

1．はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（Sio2）が蓄積したものであり、植物が

枯れたあとも微化石（プラントオパール）となって土壌中に半永久的に残っている。プラントオパー

ル分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出する分析であり、イネの消長を検討することで埋蔵水田

跡の検証や探査が可能である（藤原・杉山，1984）。

母智丘谷遺跡の発掘調査では、桜島3テフラ（Sz－3、1417年）直下から水田遺構が検出された。

ここでは、同遺構における稲作の検証を主目的として分析を行った。

2．試料

試料は、A地点とB地点および桜島3テフラ直下検出面から採取された計56点である。試料採取箇

所を分析結果図に示す。

3．分析法

プラントオパールの抽出と定量は、プラントオパール定量分析法（藤原，1976）をもとに、次

の手順で行った。

1）試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

2）試料約1gに対して直径約40〃mのガラスビーズを約0・02g添加

（電子分析天秤により0．1mgの精度で秤量）

3）電気炉灰化法（550℃・6時間）による脱有機物処理

4）超音波水中照射（300W・42KHz・10分間）による分散

5）沈底法による20〃m以下の微粒子除去

6）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

7）検鏡・計数。

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来するプラント・オパールをおもな対象とし、400倍の偏光顕微

鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚

分の精査に相当する。試料1gあたりのガラスビーズ個数に、計数されたプラントオパールとガラス

ビーズ個数の比率をかけて、試料1g中のプラントオパール個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体1個あた

りの植物体乾重、単位：10－5g）をかけて、単位面積で層厚1cmあたりの植物体生産量を算出した。

イネ（赤米）の換算係数は2．94（種実重は1．03）、ヒエ属（ヒエ）は8・40、ヨシ属（ヨシ）は6・31、

ススキ属（ススキ）は1．24、タケ亜科（ネザサ節）は0．48である。
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4．分析結果

水田跡（稲作跡）の検討が主目的であることから、同定および定量はイネ、ヒエ属型、ヨシ属、スス

キ属型、タケ亜科（おもにネザサ節）の主要な5分類群に限定した。これらの分類群について定量を行

い、その結果を表1および図1～3に示した。写真図版に主要な分類群の顕微鏡写真を示す。

5．考察

（1）水田跡の検討

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラントオパールが試料1gあたり5，0

00個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。

ただし、宮崎県内では密度が3，000個／g程度でも水田遺構が検出されていることから、ここでは判断

の基準を3，000個／gとして検討を行った。

1）A地点（図1）

桜島3テフラ直下（試料1）から暗褐色粘質土層（試料9）までの層準について分析を行った。その

結果、すべての試料からイネが検出された。このうち、水田遺構が検出された桜島3テフラ直下層（試

料1、2）では密度が5，100個／g、その下層（試料3）でも6，700個／gと高い値であり、最下位の

暗褐色粘質土層（試料8、9）でも3，000個／gと比較的高い値である。したがって、これらの層では

稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。その他の層では密度が1，500～2，200個／gと比較的

低いことから、ここで稲作が行われていた可能性は考えられるものの、上層や他所からの混入の可能性

も考えられる。

2）B地点（図2）

桜島3テフラの上層（試料1）から同テフラ直下層（試料10）までの層準について分析を行った。そ

の結果、すべての試料からイネが検出された。このうち、水田遺構が検出された桜島3テフラ直下層（試

料8）では密度が9，600個／g、同テフラ直上層（試料3、4）でも13，400個／gと、かなり高い値

であり、その上層（試料1）でも7，500個／gと高い値である。したがって、これらの層では稲作が行

われていた可能性が高いと考えられる。

桜島3テフラ層中には、同テフラ直下の水田層と類似した土壌塊（試料6、7）が多く認められた。

同試料について分析を行った結果、イネが5，100～6，400個／gと高い密度で検出された。また、その

他の分類群の出現状況もテフラ直下の水田層と類似している。これらのことから、桜島3テフラ層中の

土壌塊は、同テフラ直下の水田層が何らかの形で巻き上げられた（天地返しされた）ものと考えられる。

遺構検出面や土層断面の状況などから、テフラ堆積後に水田の復旧作業が行われた可能性が考えられる。

3）桜島3テフラ直下検出面

桜島3テフラ直下の水田検出面から採取されたNol～No37の37点について分析を行った。その結果、

すべての試料からイネが検出された。密度は3，700～11，500個／g（平均6，800個／g）といずれも

高い値である。したがって、同検出面では調査区のほぼ全域で稲作が行われていたものと推定される。
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（2）イネ首について

桜島3テフラ直下層から検出されたイネのプラント・オパールの中には、縦長が30！Jm前後と明らか

に小型で、形状が未熟なものや縦長に対する横長の比率が大きいものが多く認められた。これは生育段

階初期（首の段階）のイネに特有のものである（能登ほか，1989，杉山，1998）。

水田土壌中に残留するイネのプラント・オパールのうち、イネ首に由来するものの出現率は通常数％

未満とわずかであるが、桜島3テフラ直下では30％前後にも達している。また、イネ苗のプラント・

オパールは、桜島3テフラ直下のすべての試料から検出された（表1）。

以上のことから、桜島3テフラ直下の水田面にはイネ首が生育していたと考えられ、田植え直後の状

況であったものと推定される。

（3）稲籾の生産総量の推定

桜島3テフラ直下の水田遺構について、そこで生産された稲籾の総量を算出した（層厚を10cmと仮定）。

その結果、面積10a（1，000I迂）あたり700kgと算出された。当時の稲籾の年間生産量を面積10aあた

り100kgとすると、同層ではおよそ70年間にわたって稲作が営まれていたものと推定される。

ただし、これらの値は収穫が穂刈りで行われ、稲わらがすべて水田内に還元されたと仮定して算出し

ているため、収穫が株刈りで行われて水田から持ち出された場合は、その割合に応じて修正を行う必要

がある。

（4）堆積環境の推定

上記以外の分類群では、全体的にネザサ節型やメダケ節型などのタケ亜科が多く検出され、ヨシ属や

ススキ属型なども検出された。また、定量は行わなかったがクスノキ科やマンサク科（イスノキ属）な

どの樹木（照菓樹）も部分的に検出された。おもな分類群の推定生産量によると、おおむねヨシ属が優

勢となっていることが分かる。

以上の結果から、当時の調査区周辺はヨシ属などが生育する湿地的な環境であったと考えられ、周囲

にはネザサ節やメダケ節なども生育していたものと推定される。また、遺跡周辺ではクスノキ科などの

照葉樹林も分布していたものと推定される。

6．まとめ

プラント・オパール分析の結果、水田遺構が検出された桜島3テフラ（Sz－3，1471年）直下検出

面では、分析を行ったすべての試料からイネが多量に検出され、同遺構で稲作が行われていたことが分

析的に検証された。桜島3テフラ直下検出面にはイネ首が生育していたと考えられることから、同水田

が埋没された季節は田植え直後の初夏であったものと推定される。

－20－



参考文献

杉山真二（1998）イネ首の植物珪酸体とその応用一水田埋没の季節推定－．日本文化財科学会第15回

大会研究発表要旨集．

能登健・内田憲治・石井克己・杉山真二（1989）古墳時代の陸百代一群馬県子持村黒井峯・西組遺跡

の発掘調査から－．農耕文化研究振興会．農耕の技術，第12号，p．21－47．

藤原宏志（1976）プラント・オパール分析法の基礎的研究（1）一致種イネ科栽培植物の珪酸体標本と

定量分析法－．考古学と自然科学，9，p．15－29．

藤原宏志・杉山真二（1984）プラント・オパール分析法の基礎的研究（5）－プラント・オパール分析

による水田址の探査－．考古学と自然科学，17，p．73－85．

植物珪酸体の顕微鏡写真

（倍率はすべて400倍）

No．　分　類　群　　　　　　　　　　　地点　　　　　　　試料名

1　　イネ

2　　　イネ

3　　イネ（側面）

4　　イネ（苗）

5　　イネ（苗）

6　　イネ（苗、側面）

7　　ヨシ属

8　　ススキ属型

9　　ネザサ節型

10　　マダケ属型

11　　ブナ科（シイ属）

12　　マンサク科（イスノキ属）

桜島3テフラ直下　　10

桜島3テフラ直下　　　7

A地点　　　　　　　　　　3

桜島3テフラ直下　　　4

桜島3テフラ直下　　　4

桜島3テフラ直下　　12

A地点

A地点

A地点

A地点

A地点

A地点
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第5節　小　結

母智丘谷遺跡では，基本層序第Ⅸ層から，桜島文明軽石（15世紀後半噴出・母智丘谷遺跡基本層序

の第Ⅷ層）に覆われた水田跡が8区画検出された。プラント・オパール分析結果（第4節参照）におい

て，イネのプラントオパールが第Ⅶ層では13，400個／g・第Ⅸ層では3，700～11，500個／gもの

高い数値で検出され，本遺跡において水田稲作が行われていたことを示す結果となった。

検出された水田跡は，調査区城が狭小であったために，面積7～250nfと，大きさ・形状ともにもば

らつきがあった。しかし，ある程度平坦な場所に立地していたためか，後述する畑田遺跡と比べて，比

較的大きな方形区画を意識して配置されていたと考えられる。また，検出された全ての水田区画では，

平面形態が隅丸方形で，幅25～40cm程度・深さ5～10cm程度の凹凸痕が確認された。この凹凸痕は，

直線状もしくは扇状に連続する単位が確認され，鋤や鍬などの農耕具痕跡であると考えられる。この農

耕具痕跡は，詳しくは後述の第Ⅳ章一第6節で述べるが，第Ⅶ層の水田耕作痕跡か天地返しなどによる

水田復旧痕跡であると考えられる。

長 径 （m ） 短 径 （m ） 面 積 （ポ） 長 径 方 位 レベ ル （m ）

水 田 区画 1 1 5 ．4 5 ．3 1 0 1 N － 3 2 0 － W 1 4 4 ．7

水 田 区画 2 5 ．9 2 ．7 1 0 N － 2 0 － W 1 4 4 ．7

水 田 区 画 3 7 ．7 3 ．4 2 2 N － 3 0 － W 1 4 3 ．9

水 田 区 画 4 1 0 ．9 6 ．1 5 0 N － 2 0 － W 1 4 3 ．9

水 田区 画 5 1 0 ．8 8 ．5 7 5 N － 1 9 0 － W 1 4 4 ．0

水 田 区画 6 3 1．1 9 ．1 2 5 0 N － 1 0 0 －W 1 4 3 ．8

水 田 区画 7 4 ．1 2 ．7 7 N － 3 8 0 － W 1 4 3 ．6

水 田 区画 8 5 ．0 3 ．3 1 2 N － 4 3 0 －E 1 4 3 ．7

1 1 ．3 6 5 ．1 4 6 5 ．8 8 N － 8 0 － W －

第1表　母智丘谷遺跡　水田区画計測表

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 区　 画　 水　 田 水　 口

畦　 畔　 A 5 6 0 4 5 水 田区画 1 無

畦　 畔　 B 3 1 5 50 ～8 0 水 田区画 1 ・水 田区画 2 有 ？

畦　 畔　 C 8 8 0 6 0 水 田区画 3 ・水 田区画 4 有 ？

畦　 畔　 D 93 5 5 0～6 0 水 田区画 5 ・水 田区画 6 無

畦　 畔　 E 4 80 50 水 田区画 6 ・水 田区画 7 有 ？

畦　 畔　 F 5 8 0 60 ～120

水 田区画 6 ・水 田区画 7

水 田区画 8

無

平　　　 均 6 2 8 5 2．5 － －

第2表　母智丘谷遺跡　水田畦畔計測表
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（D母智丘谷遺跡全景（南東より）
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①第Vll‖雷上面検出状況

②第IX層上面検出状況図
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（D水田区画1・2検出状況

（郭水田区画6～8検出状況

②水田区画1・2完掘状況

④水田区画6～8完掘状況
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①凹凸痕検出状況

③畦畔B検出状況

②水田区画1と畦畔A検出状況

④畦畔E・F検出状況

（9凹凸痕（水田区画6）完掘状況

－30－



①土層堆積状況

③水田区画5・6と畦畔D

⑤畦畔C発掘状況

②並ぶ凹凸痕

（動水田区画3・4と畦畔C

⑥段差遺構の杭跡
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第Ⅳ章　畑田遺跡の調査
畑田遺跡（第Ⅱ章一第1図2）は，第Ⅲ章で記した母智丘谷遺跡（第Ⅱ章一第1図1）の北側約50m，

後谷川と丘陵部（新宮城跡　第Ⅱ章一第1図9）に挟まれた場所に位置している（第Ⅱ章一第2図）。

同じ後谷川沿いにある母智丘谷遺跡とは，近接する遺跡というよりはむしろ隣接する遺跡であるといえ

る。詳しい遺跡の位置や周辺地形図などについては，第Ⅲ章に記載している。

第1節　基本層序（第1図・第2図）

畑田遺跡の基本層序を下記に示した。畑田遺跡の現地形は水平に近いのであるが，下方は河川に向かっ

て緩やかに傾斜していく地形である。第I層はにぷい黄褐色土である。現代の耕作土と考えられる。第

Ⅱ層は暗灰褐色系の堆積土であり，下方には酸化鉄が糸根状で確認される。中世～現代の水田耕作土だ

と考えられる。第Ⅲ層は黄灰色土である。桜島文明軽石だと考えられる白色軽石粒を多く含む。第Ⅳ層

は灰白色軽石粒の堆積層である。桜島文明軽石（15世紀後半噴出）層だと考えられている。本来なら

下方に軽石粒，上方に灰質土を堆積する筈であるが，撹拝された状態で確認されている。下部は酸化に

より著しく赤変している。第Ⅴ層は黒褐色土であり，灰白色軽石粒を多く含む。上部は激しく凹凸して

いる。第Ⅵ層は，褐灰色土であり，斑紋状の酸化鉄のブロックや灰白色軽石粒を多く含む。この層の前

後から13～14世紀頃の土師器・陶磁器が多く出土した。13～14世紀頃の層であると考えられる。第

Ⅶ層は，暗褐色土であり，糸根状の酸化鉄を多く含む。第Ⅷ層は黒褐色土であり，第Ⅶ層と類似して糸

根状の酸化鉄を多く含む。第Ⅸ層は黒褐色土であり，きめ細かく軟らかい。第Ⅹ層は，黒色土であり，

きめ細かく軟らかい。

I

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

土層概略図

第I層　にぷい黄褐色土（HuelOYR4／3）現代の耕作土

第Ⅱ層　暗灰褐色系土（HuelOYR3／1～4／1）

第Ⅲ層　黄灰色土（Hue　2．5Y4／1）

第Ⅳ層　灰白色軽石粒（Hue N7／）桜島文明軽石層

第Ⅴ層　黒褐色土（HuelOYR3／2）水田跡

第Ⅵ層　褐灰色土（HuelOYR4／1）中世遺物包含層

第Ⅶ層　暗褐色土（HuelOYR3／3）中世遺物包含層

第Ⅷ層　黒褐色土（HuelOYR3／2）

第Ⅸ層　暗黒褐色土（Hue　2．5Y3／1）

第Ⅹ層　黒色土（Hue　2．5Y2／1）
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【土層註記　D－G間】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

①～⑭は前項の①～⑭と同じ／⑮黒褐色土…径3～4mmの白色軽石粒を多く含む／⑬灰黄褐色土…径3～7mmの白色小礫を多く含む○酸化による変色が認められる／⑰黒褐色土…白色小礫と黄褐色粘質土ブロックを多く含む。酸化による変色が認められる／⑬暗オリーブ
褐色土…粘質が強く，酸化粒を含む／⑬黒褐色土…粘質もあるが，⑦層の影響か灰色軽石粒が混じりポロポロする／⑳暗褐色土‥・比較的粘質あり，径3～5mmの小礫を多く含む／①褐灰色土…砂質土と酸化粒を多く含む／⑫黒褐色土…白色軽石粒を多く含む／⑳灰白色軽

石層…⑦層と同じ／⑭黒褐色土…⑧層と同じ／⑳黒褐色土…砂質土と黄褐色・白色軽石粒を多く含む／⑳暗褐色土…木片などが混入している撹乱土／⑳黄灰褐色土…径5mm前後の黄褐色粘質土のブロックを多く含む／⑳暗黄灰褐色土‥・⑰層と似ているが，ブロックの大き
さが大きいものが多い／⑳黒褐色土…堅くしまっており，径3～15mmの乳白色軽石粒を多く含む／⑳暗黒褐色土…僅かではあるが，白色・黄褐色小礫を含む／①暗灰色土…柔らかい土質で，白色・乳白色・黄色小礫を僅かに含む／⑫暗オリーブ褐色土…⑱層と同じ／／⑬灰

黄褐色土…土質は堅く，白色軽石粒と酸化粒を含む／⑭灰黒褐色土…径3～5mm程度の白色軽石粒を多く含む／⑮暗灰褐色土‥・土質は堅く，きめ細かい。白色軽石粒を含む／⑳灰色土…⑳層と基本的に同じであるが，白色軽石粒の含有量が多い／⑰黒褐色土…白色軽石粒

を少し含む／⑳暗褐色土…白色・灰色軽石粒を多く含む／⑳褐色土…⑳層と似ているが，白色・灰色軽石粒の含有量が少ない／⑯暗灰色土…粒が細やかで灰質土だと考えられる／⑪黒灰色土…白色軽石粒を多く含む／⑫オリーブ黒色土…粘質があり，径5mm程度の礫を多

く含む／⑬暗灰褐色土…⑳層と同じ／⑭暗灰褐色土…白色軽石粒を多量に含む。黒褐色粘質土ブロックを含む／⑮灰黄褐色土…白色軽石粒と酸化粒を少量含む／⑬黒褐色土…撹乱土。径5cm程度の礫を多く含む／⑰暗褐色土…径5m以下の白色軽石と小礫を少量含む

第1図　畑田遺跡土層堆積状況図①（1／80）
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【土層註記　A－D間】

①にぷい黄褐色土…現在の耕作土。基本層序の第I層／②灰黒褐色土…径1～3mmの白色軽石粒多く含む。基本層序の第Ⅱ層／③灰褐色土…②層と似ているが，青灰色軽石粒を含む。糸根状酸化が認められる。基本層序の第Ⅱ層／④褐灰色土…径5～7mm程度の半透明白
色粒と小礫を多く含む。糸根状酸化が認められる。基本層序の第Ⅱ層／⑤黒褐色土…灰色軽石粒（第⑦層），径5～7mm程度の半透明白色粒と青灰色小礫を多く含む。糸根状酸化が認められる。基本層序の第Ⅱ層／⑥黄灰色土…灰色軽石粒（⑦層）を非常に多くに含む。

全体にブロック状と糸根状酸化が多く認められる。基本層序の第Ⅲ層／⑦灰白色軽石層…径1～2mmの灰白色軽石粒（15世紀噴出の桜島文明軽石）と明灰色灰土から構成される。下部は酸化により赤褐色に変色している。基本層序の第Ⅳ層／⑧黒褐色土…径1mm前後の

灰白色軽石粒（⑦層）と径3～7mm程度の黄褐色粘質土を多く含む。上部は農具痕と考えられる凹凸痕が認められる。基本層序の第Ⅴ層／⑨褐灰色土…径1～3mmの灰色・乳白色軽石粒を多く含む。酸化粒を多く含み，水田層の可能性がある。基本層序の第Ⅵ層／⑬暗褐

色土…⑨層と似ているが，含む灰色・乳白色軽石粒が多い。糸根状酸化が認められ，水田層が考えられる。基本層序の第Ⅶ層／⑪黒褐色土…径1cm以下の白色・黄色軽石粒を多く含む。酸化鉄粒を多く含み，水田層の可能性がある。基本層序の第Ⅷ層／⑫黒褐色土…小

礫・白色軽石粒を多く含む。下部に酸化鉄を多く含み，水田層の可能性がある。基本層序の第Ⅷ層／⑬暗黒褐色土・・・径5mm前後の黄褐色軽石，径2～3cmの白色・黄褐色軽石粒，径1～2mmの砂粒を含む。基本層序の第Ⅸ層／⑭黒色土・・・やわらかい土質。径1cm未満の黄
褐色軽石粒を多く含む。基本層序の第Ⅹ層／⑮暗褐灰色土…径1cm未満の乳白色軽石粒と灰質土を含む／⑬灰黒褐色土…②層と同じ／⑰灰褐色土‥・③層と同じ／⑬灰黒褐色土…②層と同じ／⑬暗褐灰色土…⑮層と同じ。畦畔らしき高まりが確認できる／⑳黒褐色土…下部

に粘土塊と酸化粒を含む／／②黒褐色土・・・径1～2cm程度の白色・灰白色軽石・乳白色粒を多く含む／⑳灰黒褐色土・・・径1～2mmの黄褐色粘質土と砂質土を含む／⑳褐色砂質土・・・畦畔付近に堆積した砂質土だと考えられる／⑭灰白色軽石層・・・⑦層と同じ／⑳黒褐色土…やや

粘質がある。杭列痕が認められる層である／⑳灰白色軽石層…⑦層と似ているが，灰質土の割合が高い／⑰砂質土混黒褐色土…砂質土と乳白色軽石粒を多く含む／⑳砂質土混暗褐色土‥・黄褐色の砂質土を多く含む。酸化による変色が認められる／⑳砂質土混黄灰褐色土…

灰質土が多量に混入する。酸化による変色が認められる／⑳黒褐色土…きめ細かく粘質に富む／①明褐色土・・・径1cm程度の黄褐色粘質土ブロックを多く含む／⑫黒褐色土・・・①層同様の径1cm程度の黄褐色粘質土ブロックをわずかに含む／⑳黒褐色土…ブロック状に入り込

む／⑭灰黒褐色土…②層と同じ／⑮灰褐色土…③層と④層の中間的な層／⑳灰白色軽石層…⑦層と同じ／⑰黒褐色土…⑧層と同じ／⑳黒褐色土…⑨層と同じ／⑳暗褐色土…⑲層と同じ

第2図　畑田遺跡土層堆積状況図②（1／80）
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第2節　調査の経過（第3図）

畑田遺跡の調査対象面積は1，550I正である。遺跡は，中世館城跡である新宮城（第I章　第1図－9）

の西隣にあたる場所に位置する。15世紀後半噴出と考えられる桜島文明軽石（母智丘谷遺跡の基本層

序第Ⅷ層，畑田遺跡の基本層序の第Ⅳ層，通称「白ボラ」「文明ボラ」）に覆われた畦畔が試掘・確認

調査時において確認された結果を受けて，表土や近・現代の耕作土である第I・Ⅱ層を重機によって除

去し，人力によって第Ⅲ層を掘り下げ，第Ⅳ層上面の検出を行った。調査前地形は，最近まで耕地に利

用されていたためほぼ水平な状態であった。しかし，第Ⅳ層上面を検出したところ，台地の端部であっ

たことを反映するように，大きく4両の段差をもちながら，横市川に向かって北から南へと緩やかに傾

斜していた。

畑田遺跡も低湿地にあり，母智丘谷遺跡同様に常に水が湧く状況にあった。しかし，今回は，母智丘

谷遺跡での経験を活かし，調査前から調査区周辺に排水溝を廻らし，最も低い位置に集水桝を設け，セ

ンサー付きポンプで水を汲み出すという対策を行っていたために，検出面が水没するという事態は避け

られた。

第Ⅳ層上面での検出作業の結果，桜島文明軽石層に覆われていない畔と考えられる数条の帯状の遺構

を確認した。この遺構を確認すべく，第Ⅳ層を人力によって除去し，第Ⅴ層の検出を行った。精査の結

果，数条の帯状遺構は，水田の畦畔であることが判明した。また，この畦畔に囲まれた区画を数えたと

ころ，最低13区画以上，つまり13両以上の水田面跡が確認された。

第Ⅴ層の水田面調査終了後，第Ⅴ層下の新宮城に隣接する調査区西側の砂質土を掘り下げたところ，

多量の中世土師器・陶磁器が出土した。しかし，出土遺物に関する遺構などは確認されなかった。

また，第Ⅴ層下において，植物珪酸体分析の結果（本章第6節参照）多量の植物珪酸体（プラント・

オパール）を検出し，水田面の可能性が考えられる第Ⅵ層～第Ⅸ層の調査をおこなったが，畦畔など水

田遺構に関するような遺構は確認できなかった。

第3図　畑田遺跡地形図（第∨層上面）（1／800）
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第3節　第Ⅴ層（中世水田層）の調査（第4図～第10図）

第Ⅴ層の調査で確認された遺構は水田遺構と小藩状遺構3条である。水田遺構は，明確な10本の畦

畔と3カ所の段差によって区画されている状態で確認された（第4図）。確認された水田区画は13枚

である。調査の便宜上，13枚の水田区画は「水田区画1」～「水田区画13」，10本の畦畔は「畦畔A」

～「畦畔J」，3条の小港状遺構は「小港状遺構1」～「小港状遺構3」，3カ所の段差は「段差1」

～「段差3」と呼称するようにした。

調査区の制限もあって，完結した形で確認できた水田区画はない。しかし，検出状況を見るに，水田

区画は，主に低地に広がる母智丘谷遺跡（前章参照）と異なりi方形区画を意識しながらも自然の傾斜

を最大限に活かして水田区画を行っていると考えられる。

検出された各水田区画は，面積が3Iが～174Iが（平均66．69Irf）で，最大幅が1．0m～24．2m（平

均7．18m）である。また，検出された13の水田区画全てに農具痕と考えられる凹凸痕が移しく拡がっ

ているのが確認できた。なお，ここで各水田区画に用いる「面積」と「最大幅」の単位は，「面積」は

畦畔内の面積を，「最大幅」は畦畔と直交する最大の幅のことを指す。

以下，個別の遺構について若干ではあるが記述する。

■水田区画1（第5図）

水田区画1は，南西側を段差1と畦畔Aによって，東側を小藩状遺構1と小港状遺構2によって区画

された水田である。面積は112I琉水田の最大幅は8．0mである。しかし，水田区画1の検出面は，現

地表面と近く，後世の連続した耕作によって北東側が撹乱されており，水田区画が明らかではない。

■小溝状遺構1・小溝状遺構2（第5図）

小港状遺構1は長さ9．6m・幅25cm・深さ10cm未満であり，小藩状遺構2は長さ3．9m・幅25cm・

深さ10cm未満である。小港状遺構1と小港状遺構2は，水田区画1同様に後世の連続した耕作によっ

て遺構上面が削平されており，遺構の全容は把握できない。しかし，検出状況や規模などを考慮すると，

この小藩状遺構は，本来畦畔を伴い1条の溝として水田区画1と無耕作地帯を分けていた可能性が高い。

更に，この小港状遺構は，区画としての役割以外にも，排水施設もしくは段差下の水田区画への導水施

設であったとも考えることができる。

■畦畔A・段差1（第5図・第6図）

南西側の畦畔Aは，段差1と併せて水田区画1と水田区画2の高低差（水田区画1の方が水田区画2

に比べて約100cm高い）を補っている。畦畔Aは，幅50～70cmの小畦畔であるが，段差1の上段側の

畦畔北側溝状遺構中に砂質土の堆積があり，畦畔の中に約40cm～70cmの間隔で杭跡と考えられる坑列

が確認された。この坑列の杭坑は，①Aタイプ・・・径3～5cm・深さ10～20cm，②Bタイプ・・・径4～8

cm・深さ50cm以上，③Cタイプ…径10～15cm・深さ20cm，と大きく3種類に分類することができる。

この杭列は，堆積した砂質土などを考慮に入れると，上段より水田区画2に土が流れ込むのを防ぐため

に設けられた柵列の跡だと考えられる。

■水田区画2（第5図）

水田区画2は，北東側が調査区外にかかっているが，北東側を畦畔A・南側を畦畔B・西側を畦畔C

ー41－



第4図　畑田遺跡第∨層遺構検出状況図（調査区全域）①（1／400）
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畑田遺跡第∨層遺構検出状況図（水田区画1～4付近）②（1／60）

【段差1　土層註記】

①黄灰色土（l）（Hue2．5Y5／1）・・・径2～3mmの白色・青灰色の軽石粒を多く含む。　／　②黄灰色土（2）（Hue2．5

Y5／1～4／1）…①層と似ているが，少し色調が暗く，白色・青灰色の軽石粒がやや少ない。　／　③黄灰色土（3）（H

ue2．5Y4／1）…これも①②層と似ているが，比べて色調が暗い。径2～8mmの青灰色・5mm前後の淡黄灰色軽石粒を含

む。　／　④黄灰色土（4）（Hue4／1～4／2）…①②③層と似ているが，比べて褐色が強い色調である。5mm前後の淡

黄色軽石粒を少し含む。　／　⑤暗オリーブ灰褐色土（Hue5GY4／1）・・・多量の灰白色軽石粒と少量の径3～5mmの淡

黄色軽石粒を含む。　／　⑥灰白色軽石層（HueN7／1～6／1）・・・桜島文明軽石の堆積層。上部の1～2mm部分のとこ

ろに酸化による赤変が認められる。　／　⑦暗青灰褐色土（l）（Hue7．5YR4／1）・・・⑤層と似ているが，下部は酸化し

ておらず，灰白色軽石粒を多く含む。⑤層を撹拝したような土である。／　⑧暗青灰褐色土（2）（Hue2．5Y4／1）

…⑤層や⑦層に似ているが，比べて少し褐色が強い色調である。畦畔Aにあたる。／　⑨青灰褐色土（Hue5B5／1）

…軽石粒をほとんど含まない。酸化によると考えられる糸根状の斑文がある。　／　⑬橙色・灰白色軽石粒混褐色土（H

ue7．5YR4／4）・・・色調が少し異なるが，基本層序の第Ⅵ層だと考えられる。かたくしまっている。／　⑪暗黄褐色土

（HuelOYR6／4～6／6）・・・ほんの僅かに径1～2mmの白色軽石粒を含む。砂質が高い。／　⑫黄褐色土（HuelOY

R5／8）…径2mm以下の橙色ブロックが主構成。粒子の粗い橙褐色の砂質多く含んでいるために少しポロポロしている。
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によって区画された水田である。長方形に近い形を呈していたと推察される。面積は174m2，最大幅は2

4．2mと検出された水田区画の中で最大規模である。

■畦畔B（第5図・第7図）

畦畔Bは，幅50～60cmの畦畔であり，水田区画2と水田区画4の高低差（約20cm）を補う役割を果

たしている。畦畔Cとの接点付近に一部幅30～40cmの低い箇所があり，水口であった可能性が考えら

れる。

■畦畔C（第5図・第7回）

畦畔Cは，幅60～80cmの畦畔であり，水田区画2と水田区画3の高低差（約15cm）を補う役割を

果たしている。畦畔Cの両側にも水田に広がる凹凸痕が確認できるが，北側つまりレベルの高い水田区

画2の方は畦畔にまで凹凸痕が残り，南側つまりレベルの低い水田区画4の方は畦畔を外して凹凸痕が

入っている。

100cm

［

≒シ二三士‡
－　　　‾‾‾‾‾水
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100cm
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148．400m

■水田区画3（第5図・第8回）

水田区画3は，西側が調査区外であるが，北側を畦畔C・南側を畦畔Dで区画されている水田区画で

ある。傾斜面に沿って水田が区画されており，推定形態は扇形に近いと考えられる。面積は132I琉　最

大幅は14．2mと比較的大型の水田区画である。

■水田区画4（第5回）

水田区画4は，大部分が調査区外にかかっており，一部のみの検出である。北東側を畦畔B・南東側

を畦畔Cによって区画された水田である。面積は27m2，最大幅は1．0mである。隣接する水田区画との

レベル差は，水田区画2とは約20cm，水田区画3とは約5cmである。

■畦畔D（第8図）

畦畔Dは，幅30～100cm・平均幅70cmであり，水田区画4と水田区画5の高低差（水田区画4の方

が約10～15cm高い）を補う役割を果たしている。検出部分では水口だと考えることのできる箇所はな

かった。

■水田区画5（第8図）

水田区画5は，北東側を畦畔D・南西側を畦畔Eで区画されている水田区画である。面積は67m2・

最大幅6．5mである。検出された形態は長方形に近いが，本来は25～35cmの高低差を補うため，地形

に合わせて不定形に区画された水田区画だと考えられる。

書畦畔E（第8図）

畦畔Eは，幅40～100cm・平均幅80cmのやや太めの畦畔である。水田区画5と水田区画6の高低差

（水田区画5の方が約15～20cm高い）を補う。畦畔の東端側幅約50cmのところが他の畦畔の高さよ

り低く，水口部分であったと考えられる。
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第8図　畑田遺跡第∨層遺構検出状況図③（水田区画3・5・6付近）
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■水田区画6（第8図・第9図）

水田区画6は，北東側を畦畔E・南西側を畦畔Fによって区画されている水田区画である。面積は1

50m？・最大幅は11．6m，検出された形状は方形に近いが，本来は長方形に近かったと考えられる。

■畦畔F（第9図）

畦畔Fは，幅40～50cm・平均幅45cmのやや細めの畦畔であり，水田区画6と水田区画7・8の高

低差（水田区画の方が3～5cm高い）を補う。

■水田区画7（第9図）

水田区画7は，北東側を畦畔F・南東側を畦畔G・南側を段差2によって区画されている水田区画で

ある。面積は15I迂・最大幅は3．4mで規模は小さいが，調査区外に向かって拡がっていく形状であり，

完結した形状は比較的大きい区画だと推測できる。

■水田区画8（第9図）

水田区画8は，遺跡で唯一完結した形状で検出された水田区画であり，北東側を畦畔F・北西側を畦

畔G・南西側を段差2によって区画されている。面積は6正・最大幅は2．7mと極めて小型の水田区画

であり，水田区画上残った場所まで最大限に利用しようとしていた様子が伺える。

■畦畔G（第9図）

畦畔Gは，幅130～140cm・長さ約100cmの短い畦畔である。水田区画7と水田区画8を区切る畦畔

であるが，2つの水田区画に目立った高低差があるわけでもなく，なぜそこに畦畔を築く必要があった

のかという疑問が残る。

■段差2（第9図）

段差2は，幅180～200cm，緩やかにカーブを措きながら水田区画7・8と水田区画9とを区画する。

一見，幅の広い畦畔であると考えることができるが，土層断面を観察すると高まりはなく，北東方向か

ら南西方向に緩やかに傾斜していることより，高低差（水田区画7・8の方が水田区画9より約30cm

高い）を緩衝するための段差と判断した。

■水田区画9（第9図）

水田区画9は，北東～東側を段差2・西側を段差3により区画されている。面積は67Iが・最大幅は4．

2mである。検出された水田区画の形態は半月形に近く，ある程度急な傾斜地であった地形を，2つの

段差（段差2と段差3）によって区画することで利用してきた様子が推察できる。

■段差3（第9図）

段差3は，幅約360cmで，両際に幅25～40cm程度の小港状遺構を伴い，水田区画9と水田区画10・

11の高低差（水田区画の9の方が水田区画10・11に比べて約70cm高い）を補っている。段差3は，

段差2同様規模の大きい畦畔ともとれるが，検出面は下方に向かって緩やかに傾斜しており，畦畔と考

えるよりも高低差を補うための段差であると判断した。ただし，段差とは言え傾斜は緩やかで，直線状

に伸びた検出状況から判断すると，通路等として利用していた可能性がある。

東側の小溝状遺構には，畦畔Aと同じように杭坑跡だと考えられる坑列が確認された。この杭列は，

径2～4cm・深さ25～40cmの杭坑が，50～300cm間隔（50cmの間隔のものが多い）で直線状に並ん

でいる。この杭列は，畦畔Aと比べて小溝状遺構の中にあるという相違点をもつが，畦畔Aの杭列同様

上方の水田区画（ここでは水田区画9）から水や土砂等が流れ込むのを防ぐために設けられた柵列の跡
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第9図　畑田遺跡第∨層遺構検出状況図④（水田区画8～11付近）
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だと考えられる。

西側の小港状遺構は，幅25～35cm程度である。平面の検出状況では確認できるのであるが，部分的に

しか確認できず，深さなど不明である。東側のように杭列は確認できなかったが，東側の小港状遺構同

様，水や土砂の流入防止のためであったと考えられる。

■水田区画10（第9図）

水田区画10は，北東側を畦畔H・南側を畦畔Iによって区画された水田区画である。調査区には端

部がわずかに検出されただけであり，面積は15I迂・最大幅は2．6mと小さい。本来は方形に近い形態で

あったと考えられる。

■畦畔H（第9図）

畦畔Hは，一部試掘調査時のトレンチによって消滅しているが，幅50～60cmで，水田区画10と水

田区画11を区画する畦畔である。ただし，水田区画10と11はほぼ同じレベルであり，高低差をもうけ

ていない。

■水田区画11（第9図）

水田区画11は，東側を段差2・北西側を畦畔H・西側を畦畔Iによって区画された水田区画である。

一部調査区から外れているが，ほぼ完形に近い形で検出され，面積は89I迂・最大幅は8．4mの方形を呈

する。

書水田区画12（第9図）

水田区画12は，調査区では端部がわずかに検出されただけであり，東側を畦畔Iで区画された水田

区画である。面積は8I迂・最大幅は2．1mである。本来どういう形状であったかは不明である。

■畦畔l（第9図）

畦畔Iは，幅70～80cmの比較的太めの畦畔であり，水田区画11と水田区画12の高低差（水田区画

11の方が約10cm程度高い）を補う。

■水田区画13（第10図）

他の水田区画とは離れた地点で確認された水田区画である。他の水田区画は大畦畔の西側にあるのに

対して，水田区画13は大畦畔の東側で検出された。検出された場所は他の水田区画と若干違うが，検

出された第Ⅴ層からは，他と同じように，農具痕と考えることのできる凹凸痕を区画一面に確認できた。

面積は18nf・最大幅は5．6mで不定矩形を呈しており，小規模ながらも完形に近い形で検出された。南

東側に小港をもつ畦畔J・西側を段差2と段差3によって区画されている。

■畦畔」（第10図）

畦畔Jは，水田区画13と無耕作地帯とを区画する畦畔である。畦畔Jは，幅50～60cmの小畦畔で

あるが，幅30cm・深さ15cmの小藩を伴う。小港の底部には，水田区画と同じくらいの大きさ（長さ・

幅ともに25～30cm程度）の凹凸痕が溝に沿う形で確認された。この凹凸痕は，小溝が水の作用を受け

たというよりも，むしろ掘り返した当時の状態に近いことを示すのではなかろうか。

また，畦畔上には，長さ25～30cm・幅10cm程度の凹痕が確認された。この凹痕は，大きさや形な

どから考えると，ヒトの足跡である可能性がある。
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第3節　第Ⅵ～Ⅷ層（中世遺物包含層）の調査（第11図～第29図）

第Ⅴ層を掘り下げたところ，第Ⅵ層～第Ⅶ層から水田跡2面と多量の土師器・陶磁器片を検出した。

以下に簡単ではあるが若干の記述を記す。

1．遺　構

■水田面（第11図・第12図）

第Ⅴ層調査後，下層確認のために6ラインから10ラインまでの約200I正の第Ⅴ層以下の掘り下げを行っ

た（第11図）。第Ⅵ層と第Ⅶ層からは，多数の土師器・陶磁器が検出されたが，明確な遺構は検出さ

れなかった。しかし，土層断面を精査したところ，僅かではあるが6ラインの断面において畦畔らしき

高まりが確認できた（第12図上段）。また，第Ⅵ層と第Ⅶ層は，掘り下げ前に実施した植物珪酸体分

析の結果においてイネのプラント・オパールが多量に検出され（第6節参照），水田耕作の可能性が強

く指摘された層である。ただ，第Ⅵ層と第Ⅶ層は，長年の連続した耕作によるためか均等に撹乱され水

平に近い堆積をしており，水田区画の検出は困難であった。これらを総合的に考えると，第Ⅵ層と第Ⅶ

層は，平面的に水田区画を確認できなかったが，水田跡であると考えられる。

2．遺　物（第13図～第29図）

ここでは，第Ⅵ層～第Ⅶ層から出土した遺物を若干ではあるが，記述する。なお，遺物の詳細につい

ては後に記してある観察表を参照していただきたい。

（1）土師器（第13図～第22図）

土師器片は全部で177点出土した。器種構成は杯と皿（小皿）からなる。内訳は，杯113点・小皿6

4点である。その他破片も含めれば相当な数になりそうである。

出土した土師器の調整方法は，風化や砂粒の付着の著しいものを除けば，いずれも内外面とも回転ナ

デを施している。また，底部の切り離し方法は，確認できるもの（風化や砂粒の付着の著しいものを除

く）の殆どが回転糸切りである。また，底部面には，板状庄痕（スノコ痕）が確認できるものが多い。

■坪　（第13図～第19図－1～113）

器形から大きく8種類の大分類（杯I～杯Ⅷ類）の設定を行い，更に組み合わせとして切り離し技法

（A～D類）や底部の板状庄痕の有無（a・b類）による小分類を設定した。この3つの分類の組み合

わせによって，例えば，杯I類の器形をもち・細目の糸で切り離しを行い・板状庄痕なしの杯は，「杯

IAb類」と分類される。

（器形による分類）

坪l類（第13図－1～4）

体部は，わずかに内湾するが，ほぼ直線的に開きながら立ち上がる。底部と体部の境界は，明瞭であ

り，約600　と比較的急な立ち上がりを形成する。口径11．2～12．5cm（平均11．9cm）・底径6．5～8．

0cm（平均7．4cm）・器高3．7～4．1cm（平均3．9cm）・口径／底径の値58～64％（平均62％）で小

型である。内外器面ともに調整痕跡の単位が明瞭でなく，この点は杯Ⅱ類と似ているが，その他他型式
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【土層註記　6ライン】
①灰黄褐色土…径1cm以下の白色軽石を非常に多く含む。酸化による変色が認められる／②明灰黄褐色土・・・径1～3cmの白色軽石を含む。酸化による変色が認められる／③灰黄褐色土…少量の砂粒を含む。糸根状の酸
化が認められる／④にぷい橙色土…小礫を含む／⑤黒褐色土…軟らかい，小礫を少し含む／⑥灰褐色土…炭化物を少量含む／⑦黒褐色土…黄褐色粘質土・乳白色小礫を含む／⑧褐色磯層…径1cm程度の小礫を主構成／
⑨黄灰色土…白色軽石を少し含む。酸化による変色が認められる／⑬褐色土…砂粒と径1cm前後の小礫を多く含む／⑪灰黄褐色砂質土…白色軽石を少量含む／⑫褐灰色土…火山灰質土と小礫を含む／⑬灰黄褐色土…軟
らかく，小礫を含む／⑭褐灰色土…火山灰質土を含みきめ細かい。糸根状の酸化が認められる／⑮褐灰色土…白色軽石を多く含む。下層に行くほど土粒が細かくなる／⑬暗褐灰色土…白色軽石を多く含む。⑮層と似て
おり，下層に行くほど土粒が細かくなる／⑰黒褐色土…軟らかい土質で，火山灰質土と砂質土のラミナ状堆積が部分的に認められる／⑬褐灰色土…軟らかく粘質あり。火山灰質土を含む／⑬黒褐色土…径1mm程の砂粒
を含み，軟らかいが粘質は低い。糸根状の酸化が認められる／⑳暗褐色土…軟らかく粘質あり。火山灰質土を含む／①黒褐色土…径1cm以下の白色軽石粒を多く含む。乳白色軽石粒を少し含む／⑫黒褐色土…火山灰質
土を含み，軟らかく粘質がある。白色・乳白色軽石を含む。

149．000m

148．500m

148．000m

147．500m

9D

【土層註記　9ライン】

①黄褐色砂質土混灰色土…火山灰質土を多く含む／②黄褐色砂質土…白色・乳白色軽石粒を含む／③黄褐色砂質土・・・径2～3mmの橙色土のブロックを含む／④灰色砂質土…部分的にラミナ状堆積が認められる／⑤黄褐色砂質土…粗い砂質土より構成される／⑥暗灰褐色砂

質土…細かい砂質土より構成される／⑦明灰褐色砂質土…白色と灰色の砂粒より構成される／⑧明橙褐色砂質土…白色・灰色・橙褐色の砂粒より構成される／⑨灰白褐色火山灰質土…二次堆積の入声火砕流に由来するものと考えられる／⑬暗灰黄褐色砂質土…わずかに灰

白色火山灰質土のブロックを含む／⑪暗灰黄褐色砂質土…含有物を含まない／⑫明灰褐色火山灰質土…含有物を含まない／⑬黄灰褐色砂質土・・魔褐色と灰色の砂粒より構成される。ラミナ状堆積が認められる／⑭暗灰色粘質土…薄くラミナ状堆積が認められる。部分的に

酸化が認められる／⑮明灰褐色砂質土…明灰色の砂粒が主構成土。径1cm未満の白色・褐色土ブロックを多く含む／⑬暗褐色砂質土…⑮層と似ているが含有物を含まない／⑰灰色粘質土…粘質強く，酸化粒を多く含む／⑬明灰色火山灰土…僅かに径3mm以下の乳白色軽石

粒を含む／⑬橙褐色砂質土…含有物を含まない／⑳褐色砂質土…含有物を含まない／①黒色土…含有物を含まない／⑫明灰色火山灰土…粘質ややあり／⑳明黄灰褐色土…径卜3mmあ白色・褐色辛ブロックを含む／⑭暗黄灰褐色土…径ト3mmの白色・褐色土ブロックを

多く含む／⑳黄灰色土…火山灰質土をわずかに含む／⑳明灰褐色土…わずかに径1～3mmの橙色軽石粒を含む／⑰黒灰褐色土…火山灰質土が主構成。青灰色軽石粒を多く含む／⑳灰褐色土…層上部に糸根状の酸化が認められる／⑳暗灰褐色土…部分的に酸化による変色が

認められる／⑳暗灰褐色土・‥径2～3mm程度の軽石粒や砂粒を多く含む／①黒灰褐色砂質土…径5mm前後の乳白色軽石粒を含む／⑫暗灰褐色土…径1～2cmの大粒の白色軽石粒を含む。斑文状の酸化が認められる／⑬赤褐色砂質土…白色・黒色砂粒と径1cm前後の小礫で

構成される／⑭褐色砂質土…白色砂粒と小礫により構成される／⑳褐色土…白色・乳白色の軽石粒を多く含む。糸根状の酸化が認められる／⑳灰褐色土…径1～3mmの青灰軽石粒と径1mm程度の橙色軽石粒を含む／⑰赤褐色砂質土…酸化のためか主構成土は褐色砂質土で

ある／⑳灰色土…火山灰質土が主構成／⑳暗灰色土…火山灰質土をわずかに含む／⑬暗褐灰色土…白色・乳白色の軽石粒を含む／⑪黒灰色土…火山灰質土と砂質土を主構成とする／⑫赤褐色砂質土…水田遺構の層／⑬黒灰褐色火山灰質土…わずかに径2～5mm程度の白色

軽石粒を含む／⑭暗灰褐色火山灰質土…火山灰質土の粒子が粗い／⑮黒灰褐色火山灰質土…わずかに径2～5mm程度の白色軽石粒を含む／⑬黒褐色土…含有物なく軟らかい／⑰暗灰褐色土…径1cm未満の乳白色軽石粒を多く含む。わずかに斑文状の酸化が認められる／⑬
褐灰色土…白色・乳白色の軽石粒を含む／⑬暗褐灰色土…白色・乳白色の軽石粒を含む／⑳灰褐色土…砂粒を多く含む。白色・乳白色の軽石粒を含む／①赤褐色土…著しく酸化による赤褐色化が認められる／⑫黒褐色土…径2～5mmの小礫を含む／⑳暗赤褐色土…径2～

4mmの小礫を含む／⑭灰黄褐色土…黄褐色軽石粒を含む／⑮黄灰褐色土…砂粒を含み，軟らかい／⑳黄灰褐色土…黄褐色軽石粒を含む。酸化による変色が認められる／⑰褐灰色土…白色軽石粒を多く含む／⑳にぷい黄褐色土…白色・黒色・無色透明粒を含む／⑳にぷい黄
褐色土…径5mm程度の黄褐色軽石粒を含む／⑳黄褐色土…軟らかく粘質もある／①にぷい黄褐色土…細かい砂粒より療成される／⑫灰黄褐色土…礫を少し含む／⑳明褐色砂質土…褐色の細かい砂粒を主構成とする／⑭褐色土…ラミナ状の堆積が認められる／⑳褐灰色土…

酸化が部分的に認められる／⑳褐色土…径7mm以下の小礫を含む／◎明褐色土…下部に酸化による赤変が認められる／⑳暗灰黄色土…砂礫や大小の礫を含む／⑳暗褐色砂蜃土…わずかに黒褐色土が混入する／⑬暗褐色土…粘質土ブロックと白色軽石粒を多く含む／⑦暗褐

色土…細かく粘質のある土／⑫暗褐色土…径3。m以下の赤褐色礫を多く含む／⑬暗褐色土‥・砂粒を多く含む／⑭褐炭色土…シルト質／⑮灰黄褐色砂質土…粒子の細かい砂質土を主構成とする
ノ

第11図　畑田遺跡土層堆積状況図③（1／40）

－51～52－
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1

と共通する点が認められない。ある程度独立した型式である。

坪11類（第13図－5～8）

体部は緩やかに内湾しながら立ち上がる。底部と体部の境界は，明瞭な屈曲点をつくらず，口緑部か

ら底部中心部にかけて全体的に緩やかなカーブを措く。口径12．4～14．2cm（平均13．2cm）・底径7．0

～8．3cm（平均7．8cm）・器高3．6～4．1cm（平均4．0cm）・口径／底径の値55～62％（平均59％）で

ある。底部の平坦面が少ないのが特徴である。

坪＝類（第13図－9～13）

体部は緩やかに内湾しながら立ち上がる。底部と体部の境界は，明瞭であり，45～550程度の立ち

上がりを形成する。口径13．0～14．0cm（平均13．3cm）・底径7．9～9．6cm（平均8．6cm）・器高3．1

～3．8cm（平均3．6cm）・口径／底径の値61～69％（平均65％）で，器高が低く底径が大きいのが特

徴である。

坪IV類（第13・14図－14～19）

体部は直線的に立ち上がる。底部と体部の境界は，明瞭であり，500前後の角度で立ち上がりを形

成する。口径14．0～15．4cm（平均14．4cm）・底径8．1～9．8cm（平均8．9cm）・器高3．9～4．3cm（平

均4．1cm）・口径／底径の値58～64％（平均61％）で，口径・底径・器高がいずれも大きいのが特徴

である。

坪∨類（第14図－20～28）

体部は直線的もしくはわずかに内湾して立ち上がる。底部と体部の境界は，外面は明瞭であり50～

550程度の立ち上がりを形成するが，内面は明瞭な屈曲点をつくらず緩やかなカーブを措く。口径11．

7～13．8cm（平均12．5cm）・底径7．6～8．8cm（平均8．0cm）・器高3．7～4．4cm（平均3．9cm）・口径

／底径の値61～67％（平均64％）で，平均に近い形状であるが，若干口径が小さいのが特徴である。

坪Vl類（第14・15図－29～39）

体部は内湾しながら立ち上がる。底部と体部の境界は，外面は明瞭であり50～600程度の立ち上がり

を形成するが，内面は明瞭な屈曲点をつくらず緩やかなカーブを措く。口径12．2～13．7cm（平均13．

0cm）・底径7．2～8．5cm（平均8．0cm）・器高3．8～4．8cm（平均4．1cm）・口径／底径　の値58～66

％（平均63％）で，杯Ⅵ類と同じで平均に近い形状ではあるが，．若干高い器高と体部の急な立ち上が

りが特徴である。

坪Vll類（第15・16図－40～51）

体部は，一度直線的に135～1500程度開いた後，更に緩やかに内湾しながら立ち上がる。底部と体

部の境界付近の外面は，明瞭な1～2カ所の屈曲点をもち，50～550程度の立ち上がりを形成する。

内面は，明瞭な屈曲点をもたず，緩やかなカーブを措く。口径11．6～13．0cm（平均12．5cm）・底径7．

3～9．0cm（平均8．1cm）・器高3．4～4．2cm（平均3．9cm）・口径／底径の値60～69％（平均65％）

で，平均に近い形状ではあるが，若干小さい口径と体部の急な立ち上がりが特徴である。

坪V…類（第15・16図－40～51）

体部は，一度外反気味に135～1550程度開いた後，更に直線的もしくは僅かに外反して立ち上がる。

底部と体部の境界付近の外面は，明瞭な2カ所の屈曲点をもち，50～600程度の立ち上がりを形成する。

内面は，明瞭な屈曲点をもたず，緩やかなカーブを措く。口径11．6～12．5cm（平均12．0cm）・底径

－54－



7．2～8．2cm（平均7．8cm）・器高3．6～4．1cm（平均3．8cm）・口径／底径の値61～70％（平均65％）

で，平均に近い形状ではあるが，杯Ⅶ類以上に小さい口径と体部の急な立ち上がりが特徴である。

墨書土器…52は墨書土器である。体部外面3カ所に措かれている。はっきりと何が措かれているの

か不明であるが，右の2つは見方によっては人の顔と手のようにもとれる。

坪IX類（第16・17図58～67）

体部は一度開いた後，内湾しながら立ち上がる。底部と体部の境界の外面は，杯Ⅶ・Ⅷ類のように1～

2カ所の屈曲点をもつと考えられるが，明瞭ではなく凹凸面となっている。内面は，明瞭な屈曲点をつ

くらず，緩やかなカーブを措く。口径11．0～13．0cm（平均12．0cm）・底径8．0～9．2cm（平均8．6cm）・

器高3．4～4．6cm（平均3．9cm）・口径／底径の値66～76％（平均72％）で，小さい口径・底径と体

部の急な立ち上がりが特徴である。

坪X類（第17図68～69）

体部は鋭く内湾しながら立ち上がる。底部と体部の境界は，内外面ともに明瞭な屈曲点をもたず，カー

ブを措きながら600前後の角度で立ち上がる。口座11．4～12．9cm（平均12．2cm）・底径9．0～10．1

cm（平均9．6cm）・器高3．6～4．1cm（平均3．9cm）・口径／底径の値78～79％（平均79％）で，丸み

のある体部と急な立ち上がりが特徴である。

坪Xl類（第17・18図－70～80）

体部の大部分は欠損しており不明。底部と体部の境界付近の外面は，外反せずに45～550程度の立

ち上がりを形成する。内面は緩やかなカーブを措く。底部は平坦に近い。杯I・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ類の底部で

あると考えられる。

坪淵l類（第18図－81～96）

体部の大部分は欠損しており不明。底部と体部の境界付近は，外面が外反気味に開きながら，40～

500程度の立ち上がりを形成する。内面は緩やかなカーブを措く。底部は中心に向かって凹状に窪む。

杯Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ類の底部であると考えられる。

坪XH類（第18・19図－97～108）

体部の大部分は欠損しており不明。底部から体部にかけて約140～1500　の角度で外反気味に大きく

開く。底部は中心に向かって凹状に窪む。杯Ⅶ・Ⅷ・Ⅸ・Ⅹ類の底部であると考えられる。

穿孔のある土器…97・98は，底部のみであり，底部中央に径5～6mm程の円孔が内外両面から穿た

れている。2点とも若干風化しており細部の観察に限界があるが，底部を加工して土製円盤状に仕上げ

ているようである。破損した土師器杯の底部を別用途の何かに転用した可能性がある。

坪XIV類（第19図－109～113）

形態分類が困難なものを一括して扱う。いずれも体部の大部分は欠損しており不明。他の杯と異なり

底径が6．0～6．6cmと小さい。109は，底径が6．6cmと比較的小さく，底部が1cmと他の杯と比べて厚

い。椀の高台を連想させるような底部である。110と111は，底部が凹レンズ状になっており，床の接

地面積が小さい。椀の形態に近いといえる。さらに110は，内黒土器であり，内面が一面黒色で直角に

近い羽状にミガキを施している。9世紀～10世紀頃の土器で，他の土師器よりも時期が遡ると考えら

れる。112と113は，底径が5．5と5．8cmと小さく，器壁も薄く，他の杯よりも小型であると考えられ

る。
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第13図・畑田遺跡第Vl層～第VIH層出土土師器①（1／3）
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第14図　畑田遺跡第Vl層～第V…層出土土師器②（1／3）
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第15図　畑田遺跡第VI層～第V…層出土土師器③（1／3）
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第16図　畑田遺跡第VI層～第V…層出土土師器④（1／3）
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第19図　畑田遺跡第VI層～第V…層出土土師器⑦（1／3）

書皿（小皿）（第20図～第22図－114～177）

器形から大きく9種類の大分類（皿I～皿Ⅸ類）の設定を行い，更に組み合わせとして，杯の分類同

様，切り離し技法（A～D類）や底部の板状庄痕の有無（a・b＃）による小分類を設定した。この3

つの分類の組み合わせによって，例えば，皿I類の器形をもち・細目の糸で切り離しを行い・板状圧痕

なしの杯は，「皿IAb類」と分類される。

皿l類（第20図－114～121）

体部は直線的に立ち上がる。口緑部の断面形は尖った舌状を呈する。底部は，若干凹状に窪むが，平

滑に近い。底部と体部の境は，外面は明瞭であり55～800程度の比較的急な角度で屈曲点を形成する

が，内面は明瞭な屈曲点をつくらず緩やかなカーブを措く。器壁はいずれも5～12mmと均一ではない。

皿Il類（第20図－122～130）

体部は緩やかに内湾しながら立ち上がる。口緑部の断面形は山形に尖る。底部と休部の境は，外面は

明瞭であり40～500程度の屈曲点を形成するが，内面は明瞭な屈曲点をつくらず緩やかなカーブを措

く。底部は，7～8mmの比較的一定の厚さで平滑であり，皿I類のように薄い円盤状をなすものが多い。
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皿‖類（第20・21図－131～140）

体部は内湾しながら直線的に立ち上がる。口緑部の断面形は鋭く山形に尖る。底部は平滑もしくは凹

状・螺旋状に窪む。底部と体部の境は，体部下半で一度40～550　の角度で屈曲し，薄い円盤状底を形

成する。内面は，明瞭な屈曲点をもたず，底部中心部にむかって緩やかなカーブを措く。

皿IV類（第21図－141～145）

体部は緩やかに内湾しながら立ち上がる。口緑部の断面形は舌状を呈する。底部は平滑もしくは凹状・

螺旋状に窪む。底部と体部の境は，体部下半で一度45～550　の角度で屈曲し，薄い円盤状底を形成す

る。内面は，明瞭な屈曲点をもたず，底部中心部にむかって緩やかなカーブを措く。

皿∨類（第21図－146～153）

体部は，直線的ではあるが，内湾したり外反したり，若干不安定に立ち上がる。口縁部の断面形は肥

厚した舌状を呈する。底部と体部の境は，外面は明瞭であり40～500程度の屈曲点を形成するが，内

面は明瞭な屈曲点をつくらず緩やかなカーブを措く。底部は凹状もしくは螺旋状に窪む。

皿VI類（第21・22図－154～165）

体部は緩やかに内湾しながら立ち上がる。底部と体部の境は，一度50～600　の角度で屈曲し，薄い

円盤状底を形成する。口綾部の断面形は舌状を呈する。器壁は5～6mmと比較的薄く，平均して同じ厚

さで口緑部から底部へとつづく。底部の径は，6cm未満のやや小さめのものが多い。

皿Vll類（第22図－166～172）

体部は緩やかに内湾しながら立ち上がる。口縁部の断面形は舌状を呈する。底部は，緩やかではある

が，中心部に向かって渦巻きを措くように窪む。底部と体部の境は，内面は明瞭な屈曲点をつくらず5

5～600程度の緩やかなカーブを措き，外面もわずかに屈曲するがやや不明瞭なカーブを措く。

皿V…類（第22図－173～176）

変形著しく分類の困難なものを一括して扱う。変形の状態から，使用中に変形したとは考えにくく，

使用前の入手時にすでに変形していたものであると考えられる。

皿IX類（第22図－177）

177は，他の皿が口径7．0～8．5cmなのに対して，口径12．9cmと群を抜く大きさである。その大きさ

からまさしく「皿」であり，「小皿」的なI～Ⅷ類と異なる。
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第20図・畑田遺跡第VI層～第VⅢ層出土土師器⑧（1／3）
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（2）陶　器（第23図～第29図－178～256）

陶器片は全部で78点出土した。器種構成は嚢・壷・鉢・措鉢・瓶子などからなる。内訳は，聾壷類57点・

鉢4点・措鉢11点・瓶子3点・皿1点などである。その他破片も含めれば相当な数になりそうである。

ここでは，器種・器形・胎土を主な着眼点とし，分類を行った。ただし，細片も含まれており，分類

の困難なものもいくつかあった。以下に簡単ではあるが，分類の基準を記す。

垂A類（第23図・第24図－178～205）

褐色系の蛮器系陶器の嚢である。口縁部形態などのより常滑焼だと考えられる。

178－205の器壁は厚い。外面は，上部に灰色系の自然粕がかかっているが，基本的には無施粕であ

る。内面は，太めの粘土紐を輪積みしている跡が顕著に残されている。本遺跡からは口緑部・肩部・胴

部・底部の各部が出土した。各部から考えて，肩部の張ったプロポーションが想定できる。

178～188は口綾部である。形態によって，更に3類に細分される。
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口緑部a類…口緑部緑帯と口緑部が離れておらず，口緑部緑帯が「N」字状を呈するもの。（179・

183・184・185・186）

口縁部b類…口緑部緑帯と口綾部が離れており，口緑部緑帯が横倒しの「T」字状を呈するもの。（1

78・180・181・182）

口縁部C類…口緑部縁帯が玉線状を呈するもの。（187・188）

189～196は肩部であり，押印が施されている。189～191は，細片であり，全容が解りにくいが，

鱗状文と「×」字のような文様の組み合わせである。192・194は櫛目文と横倒し「大」のような文様

との組み合わせである。193は，細片であり，全容が解りにくいが，幾何学的な文様であると考えられ

る。195は格子目文である。196は，他の押印とは違い，箆措きによって円形文を施している。

蜜B類（第25図－206～209）

鉄粕が施された須恵質の嚢である。

206～209は，須恵質の嚢であるが，外面全体に鉄粕が施されている。206～209は同一個体の可能性

が高い。206・209の頚部には，調整のためか装飾のためか，櫛措きによる連続羽状文が施されている。

奮C類（第25図－210～221）

棄B類同様，須恵質の嚢であるが，無粕である。

210は，口緑部下に綾杉文が施されている。211～214は格子目の叩きを施している。215・216

は縦と横方向の交叉状に叩きが施されてまるで格子目文のようである。217～220は，条線状に叩きを

施している。内面調整は，殆どが条線状の叩きを施しているが，215・219は同心円状叩き（青海渡文）

の庄痕を残している。

蜜D類（第26図－222）

プロポーションは嚢A類と類似しているが，黄白色の胎土・パケ目や指押さえの調整方法などは嚢A

類には存在せず，同類と考えにくい。どちらかというと，嚢A類の模倣品である可能性が高い。

蜜E類（第26図－223～224）

嚢C類同様，須恵質の棄（または壷）である。焼成が弱いためか胎土は灰白色である。在地製のもの

だと考えられる。

蜜F類（第26図－225～226）

灰色系の蛮器系陶器の嚢である。施文の特徴より渥美系陶器の可能性が高い。

225～226は長石類を含まず滑らかな手触りである。内面に薄緑色透明の粕がかかっている。外面に

は斜方向の櫛目文の押印が帯状に配されている。

壷A類（第26図－227～229）

灰青色と茶褐色系の蛮器系陶器の壷である。口縁部形態などにより備前系陶器の可能性が高い。

227・229は灰青色であり，僅かに外反する玉線状の口緑部をもつ。また，229は肩部に櫛措きの平

行線を施している。228は，茶褐色の口綾部であり，口緑が内傾せずに立ち上がる。

壷B類（第26図－230～232）

暗茶褐色系の姿器系陶器の壷である。

230～232は，細片であるが，球胴型の広口壷だと考えられる。外面全体には，暗茶褐色粕がかかっ

ている。肩部付近は2～3条程度の箆措き条線を施している。中国産である可能性が高い。
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第23図　畑田遺跡第Vl層～第V…層出土陶器①（1／3・1／6）
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第25図・畑田遺跡第Vl層～第V…層出土陶器③（1／3）

一70－



第26回　畑田遺跡第Vl層～第Vil＝雷出土陶器④（1／3）

壷C類（第26図－233～235）

不明の壷類を一括して扱う。

233は瀬戸系陶器の双耳か四耳の壷，または長頸花瓶の頚部だと考えられる。古瀬戸粕と呼称される

黒褐色光沢粕がかかっている。234は，壷の口緑部だと考えられる。鉄粕がかかっている。

捏鉢（第27図－236～239）

須恵質の鉢である。形態から判断して東播系の捏鉢だと考えられる。

236～239は，体部が丸みをもちながら立ち上がり，口緑部は肥厚する。いずれも口唇部に面をもつ

が，236・237・239は凸面状に膨らみ，238は凹面状に窪む。
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